『一乗要決』における理行二仏性説の受容 by 藤村 潔
『一乗要決』における理行二仏性説の受容
著者 藤村 潔
雑誌名 真宗文化 : 真宗文化研究所年報
巻 24
ページ 57-89
発行年 2015-03-01
URL http://id.nii.ac.jp/1108/00000649/
論文
『
一
乗
要
決
』
に
お
け
る
理
行
二
仏
性
説
の
受
容
同
朋
大
学
非
常
勤
講
師
藤
村
潔
一
は
じ
め
に
日
本
天
台
の
学
匠
で
あ
る
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
│
一
〇
一
七
）
は
六
十
五
歳
の
頃
、『
一
乗
要
決
』
三
巻
を
上
梓
し
た
。
本
書
は
、
中
国
唐
代
か
ら
日
本
平
安
期
ま
で
引
き
継
が
れ
た
三
乗
と
一
乗
、
五
性
各
別
と
悉
有
仏
性
の
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
論
攷
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
『
一
乗
要
決
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
全
容
は
未
だ
検
討
の
余
地
を
有
し
て
い
る
。
特
に
「
五
性
各
別
と
悉
有
仏
性
」
を
取
り
扱
っ
た
研
究
成
果
と
し
て
は
そ
れ
程
多
く
な
い
。
本
稿
で
は
そ
の
一
端
と
し
て
、『
一
乗
要
決
』
に
お
け
る
理
行
二
仏
性
説
の
視
点
を
解
明
し
た
い
と
考
え
る
。
理
行
二
仏
性
と
は
、
正
確
に
は
「
理
仏
性
」
と
「
行
仏
性
」
を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
従
来
、
三
乗
家
（
中
国
・
日
本
で
は
法
相
宗
）
が
重
要
視
す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
複
雑
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
た
だ
仏
性
と
は
言
っ
て
も
、『
涅
槃
経
』
に
出
て
く
る
言
葉
で
は
な
い
。
そ
の
発
端
は
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
た
玄
奘
（
六
〇
二
│
六
六
四
）
が
将
来
し
た
新
訳
唯
識
の
背
景
に
起
因
す
る
。
（
 
）
理
行
二
仏
性
に
つ
い
て
特
に
広
く
宣
説
し
た
人
物
は
、
中
国
法
相
宗
の
大
成
者
で
あ
る
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
│
六
八
二
）
で
あ
る
。
彼
は
玄
奘
の
高
弟
と
し
て
共
に
『
成
唯
識
論
』
を
糅
訳
し
て
い
る
。
特
に
諸
宗
と
の
衝
突
を
招
い
た
五
性
各
別
説
を
広
く
説
き
明
か
し
た
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中
心
人
物
で
あ
る
。
法
相
宗
は
衆
生
の
機
根
を
五
性
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
衆
生
が
絶
対
に
成
仏
出
来
な
い
と
明
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
唐
代
の
一
乗
家
（
日
本
で
は
主
に
天
台
宗
）
の
論
者
は
『
法
華
経
』
や
『
涅
槃
経
』
の
経
説
に
基
づ
き
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
そ
こ
で
論
点
と
な
っ
た
の
が
、『
涅
槃
経
』
原
典
の
仏
性
説
と
理
行
二
仏
性
説
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
一
乗
要
決
』
の
本
文
全
体
を
概
観
し
て
も
、
理
仏
性
と
行
仏
性
の
教
説
は
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
推
察
し
て
も
、
源
信
が
こ
う
し
た
五
性
各
別
論
争
を
承
け
て
、
理
行
二
仏
性
説
を
重
く
捉
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
理
行
二
仏
性
に
つ
い
て
の
淵
源
を
探
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
経
典
や
論
疏
に
基
づ
き
教
理
形
成
さ
れ
た
の
か
を
尋
ね
て
い
く
。
次
に
、
そ
の
理
行
二
仏
性
が
源
信
以
前
の
諸
師
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
会
通
さ
れ
た
の
か
、『
涅
槃
経
』
の
経
文
を
中
心
に
検
証
し
て
い
く
。
最
後
に
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
本
文
の
中
に
お
い
て
理
行
二
仏
性
説
が
ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
か
解
明
し
た
い
。二
理
行
二
仏
性
説
の
背
景
中
国
唐
代
は
法
相
宗
の
勃
興
に
よ
っ
て
理
行
二
仏
性
と
い
っ
た
概
念
が
定
着
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
原
初
は
「
理
仏
性
」
と
「
行
仏
性
」
と
は
明
示
さ
れ
ず
、「
理
性
」
と
「
行
性
」
と
い
う
教
理
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
、「
理
性
」
と
「
行
性
」
と
い
う
原
意
は
隋
代
ま
で
遡
及
さ
れ
る
。
近
年
の
研
究
成
果
に
拠
れ
ば
、「
理
性
」
と
「
行
性
」
の
概
（
 
）
念
を
用
い
る
中
国
で
最
も
古
い
文
献
が
、
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
│
五
九
二
）
の
『
大
乗
義
章
』
と
『
大
般
涅
槃
経
義
記
』
で
あ
り
、
こ
（

）
れ
以
外
で
は
、
や
や
時
代
を
経
た
文
献
と
し
て
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
│
六
二
三
）
の
『
大
乗
玄
論
』
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
隋
代
の
慧
遠
と
吉
蔵
は
、
確
か
に
「
理
性
」
と
「
行
性
」
と
い
う
教
理
を
用
い
て
は
い
る
が
、
た
だ
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
玄
奘
の
新
訳
唯
識
思
想
へ
と
相
続
し
、
後
の
「
理
仏
性
」
と
「
行
仏
性
」
と
い
う
概
念
に
５８
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定
着
し
た
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
何
故
な
ら
、
慧
遠
や
吉
蔵
の
時
分
に
は
、
ま
だ
五
性
各
別
の
思
想
は
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
中
国
の
中
で
五
性
各
別
説
が
強
く
定
着
す
る
時
期
は
、『
成
唯
識
論
』
訳
出
以
後
で
あ
っ
た
と
言
（
 
）
え
よ
う
。
従
っ
て
、
隋
代
で
は
、
衆
生
に
は
「
理
性
」
の
面
と
「
行
性
」
の
面
が
あ
る
と
い
っ
た
差
異
を
提
示
す
る
に
過
ぎ
ず
、
衆
生
に
お
い
て
成
仏
・
不
成
仏
の
問
題
が
厳
然
と
あ
る
と
ま
で
言
い
切
っ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
慧
遠
の
『
大
般
涅
槃
経
義
記
』
の
中
で
、
（

）
十
地
学
窮
名
曰
二
後
身
一
。
理
性
一
味
上
下
義
斉
。
行
性
差
殊
前
後
不
レ
等
。
と
あ
る
よ
う
に
、
十
地
に
至
ろ
う
と
す
る
行
者
は
、
理
性
と
し
て
は
修
道
の
階
梯
に
上
下
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
行
性
と
し
て
は
修
道
の
階
梯
に
上
下
の
差
異
が
顕
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
慧
遠
は
『
涅
槃
経
』
の
註
釈
書
の
中
で
、
修
道
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
「
理
性
」
と
「
行
性
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
理
性
の
面
は
普
遍
的
な
意
味
で
あ
り
、
行
性
の
面
は
差
別
的
な
意
味
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
説
示
内
容
が
後
代
の
法
相
宗
の
思
想
に
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
た
だ
「
理
性
」
と
「
行
性
」
と
い
う
淵
源
が
古
く
か
ら
中
国
仏
教
思
想
の
中
に
根
差
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
さ
て
、
そ
れ
で
は
後
世
、
中
国
法
相
宗
の
中
で
「
理
性
」
と
「
行
性
」
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
基
に
お
い
て
ど
の
文
献
が
初
出
な
の
か
は
確
定
出
来
な
い
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
主
要
な
る
原
典
を
挙
げ
、
そ
の
文
脈
か
ら
理
行
二
性
の
形
成
過
程
を
探
っ
て
み
た
い
。
例
え
ば
『
法
華
玄
賛
』
一
巻
の
「
後
顕
機
（
後
に
機
を
顕
す
）」
と
い
う
中
で
、
若
声
聞
若
菩
薩
聞
二
我
説
法
一
皆
成
二
於
仏
一
。
依
レ
此
唯
有
二
一
大
乗
性
一
。
此
経
既
説
二
一
乗
一
被
二
彼
大
乗
根
性
一
。
然
性
有
レ
二
。
一
理
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（
 
）
性
勝
鬘
所
レ
説
如
来
蔵
是
。
二
行
性
楞
伽
所
レ
説
如
来
蔵
是
。
前
皆
有
レ
之
後
性
或
無
。
談
レ
有
蔵
レ
無
説
二
皆
作
一レ
仏
。
と
説
い
て
い
る
。
基
の
『
法
華
経
』
解
釈
に
拠
れ
ば
、
声
聞
、
菩
薩
が
、
如
来
の
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
た
ち
は
全
て
成
仏
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、『
法
華
経
』
の
経
説
で
捉
え
る
な
ら
ば
「
唯
一
大
乗
性
が
有
る
の
み
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
法
華
経
』
は
既
に
一
乗
の
教
え
を
説
い
て
い
る
た
め
、
本
来
大
乗
菩
薩
の
根
性
が
具
わ
っ
て
い
る
者
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
文
脈
上
、「
一
大
乗
性
」
は
「
大
乗
根
性
」
と
同
意
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
基
は
そ
の
本
性
に
「
理
性
」
と
「
行
性
」
の
二
種
が
あ
る
と
明
か
す
。
第
一
の
「
理
性
」
は
、『
勝
鬘
経
』
の
「
如
来
蔵
」
に
依
っ
て
い
る
。
第
二
の
「
行
性
」
は
、『
楞
伽
経
』
の
「
如
来
蔵
」
に
依
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
如
来
蔵
説
で
は
あ
る
が
、
前
者
『
勝
鬘
経
』
所
説
の
理
性
は
一
切
衆
生
に
遍
在
す
る
と
明
か
し
、
一
方
、
後
者
『
楞
伽
経
』
所
説
の
行
性
は
衆
生
に
よ
っ
て
無
い
場
合
も
あ
る
と
明
か
す
。
す
な
わ
ち
、
基
は
『
法
華
経
』
の
大
乗
根
性
に
は
理
行
二
性
の
有
無
が
潜
む
た
め
、
こ
の
二
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
大
乗
諸
経
典
を
捉
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
す
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
こ
で
重
要
な
意
味
を
担
う
の
が
「
行
性
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
点
を
『
法
華
玄
賛
』
で
は
、
此
依
二
行
性
一
有
種
姓
也
。
無
種
姓
人
無
二
種
性
一
故
。
雖
二
復
発
レ
心
勤
行
精
進
一
終
不
レ
能
レ
得
二
無
上
菩
提
一
。
但
以
二
人
天
善
根
一
而
成
二
（

）
就
之
一
。
即
無
性
也
。
此
被
二
有
性
一
非
レ
被
二
於
無
一
。
此
依
二
行
性
一
以
説
二
有
無
一
。
已
下
多
依
二
行
性
一
而
説
。
理
性
遍
有
故
。
と
明
か
す
。
理
性
と
行
性
を
倶
に
有
す
る
者
は
有
種
姓
の
機
根
で
あ
り
、
ま
た
理
性
は
有
っ
て
も
、
行
性
の
無
い
者
は
無
種
姓
の
機
根
で
あ
る
と
基
は
示
す
。
無
種
姓
は
行
性
の
種
性
が
無
い
た
め
、
い
く
ら
発
心
し
、
修
行
精
進
を
重
ね
て
も
終
に
は
無
上
菩
提
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
無
種
姓
の
者
は
た
だ
六
道
の
人
天
の
善
根
を
も
っ
て
向
上
し
、
完
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
基
は
６０
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「
無
性
」（
五
性
各
別
で
は
「
無
性
有
情
」・「
定
性
二
乗
」
で
あ
る
）
と
い
う
の
で
あ
る
。「
有
種
姓
」
と
は
一
切
に
遍
在
す
る
「
有
性
」
に
基
づ
く
も
の
で
、「
無
性
」
に
は
基
づ
か
な
い
。
つ
ま
り
、
基
の
主
張
す
る
点
は
、
い
く
ら
一
切
衆
生
に
理
性
が
遍
満
し
て
も
、
成
仏
す
る
根
拠
は
行
性
に
依
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
そ
こ
に
「
有
性
」「
無
性
」
の
差
別
が
生
ず
る
と
明
か
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
基
は
大
乗
諸
経
論
の
多
く
は
こ
の
「
行
性
」
に
由
来
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
で
は
、
何
故
基
は
「
行
性
」
に
重
点
を
置
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
『
楞
伽
経
』
所
説
の
文
脈
に
起
因
す
る
見
方
が
大
き
い
。
基
の
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
上
巻
に
、
楞
伽
所
説
二
種
闡
提
。
初
是
断
善
根
具
二
邪
見
一
者
。
後
是
菩
薩
具
二
大
悲
一
者
。
初
者
有
下
入
二
涅
槃
一
之
時
上
。
後
必
不
レ
爾
。
以
三
衆
（
 
）
生
界
無
二
尽
時
一
故
。
無
性
有
情
不
レ
成
レ
仏
故
。
大
慈
菩
薩
無
二
成
レ
仏
期
一
。
と
示
し
、『
楞
伽
経
』
に
は
二
種
の
一
闡
提
と
し
て
、「
断
善
闡
提
」
と
「
大
悲
闡
提
」
が
存
在
す
る
と
説
き
明
か
す
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
一
闡
提
と
し
て
は
救
わ
れ
難
い
存
在
で
あ
る
が
、
中
で
も
後
者
の
大
悲
闡
提
は
衆
生
界
に
留
ま
り
、
貪
欲
を
尽
く
し
て
い
る
た
め
、
五
性
の
中
の
無
性
有
情
と
同
じ
と
い
う
の
で
あ
る
。
故
に
大
悲
菩
薩
は
こ
う
し
た
一
闡
提
の
た
め
に
涅
槃
に
入
ら
ず
成
仏
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
基
は
こ
う
し
た
『
楞
伽
経
』
の
二
種
闡
提
説
に
着
目
す
る
。
（

）
そ
し
て
、『
楞
伽
経
』
の
一
闡
提
説
と
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
有
性
無
性
説
、『
瑜
伽
師
地
論
』
の
所
説
を
融
合
し
て
、
次
の
よ
う
に
創
唱
す
る
。
（

）
合
二
経
及
論
一
闡
提
有
レ
三
。
一
断
善
根
。
二
大
悲
。
三
無
性
。
起
二
現
行
一
性
有
レ
因
有
レ
果
。
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基
の
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
で
は
、
一
闡
提
を
三
種
に
分
類
す
る
。
第
一
は
「
断
善
（
根
）
闡
提
」、
第
二
は
「
大
悲
闡
提
」、
第
三
は
「
無
性
闡
提
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
成
仏
の
因
果
が
具
わ
れ
ば
、
現
行
を
起
こ
す
性
、
す
な
わ
ち
「
行
性
」
を
有
す
る
者
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
基
の
解
釈
に
拠
れ
ば
衆
生
機
根
に
は
、
こ
の
三
種
の
闡
提
人
と
、
正
し
く
善
根
を
積
む
行
者
と
い
っ
た
四
種
の
機
根
が
存
在
す
る
と
明
か
す
。
四
種
の
者
と
は
、
一
因
成
果
不
レ
成
。
謂
大
悲
闡
提
。
二
果
成
因
不
レ
成
。
謂
有
性
断
善
闡
提
。
三
因
果
俱
不
レ
成
。
謂
無
性
闡
提
・
二
乗
定
性
。
四
因
（
 
）
果
俱
成
。
謂
大
智
増
上
・
不
レ
断
二
善
根
一
而
成
仏
者
総
而
言
レ
之
。
と
い
う
よ
う
に
、
基
は
衆
生
成
仏
の
因
果
を
四
句
分
別
し
て
明
か
す
の
で
あ
る
、
そ
の
中
で
、
特
に
注
意
を
要
す
る
者
が
、
第
三
の
無
性
闡
提
に
他
な
ら
な
い
。
大
悲
闡
提
と
断
善
闡
提
は
理
論
上
、
最
終
的
に
は
成
仏
で
き
る
者
と
規
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
無
性
闡
提
だ
け
は
絶
対
に
成
仏
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
成
仏
す
る
因
果
が
完
全
に
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
に
拠
れ
ば
、
こ
の
無
性
闡
提
と
は
、
五
性
各
別
説
の
中
の
声
聞
・
独
覚
で
あ
る
二
乗
定
性
、
ま
た
無
性
有
情
に
該
当
す
る
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
基
の
『
法
華
玄
賛
』
と
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
の
文
脈
か
ら
尋
ね
て
み
る
と
、
諸
経
論
を
相
互
に
会
通
し
て
「
理
行
二
性
」
を
説
き
明
か
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
重
要
な
意
味
を
担
う
も
の
が
、『
楞
伽
経
』
の
「
行
性
」
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
基
は
『
勝
鬘
経
』
の
「
理
性
」
と
『
楞
伽
経
』
の
「
行
性
」
を
対
概
念
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
当
然
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
原
典
に
は
そ
の
よ
う
な
経
説
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
う
し
た
見
方
は
、
基
独
自
の
理
行
二
性
の
解
釈
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
で
は
、『
楞
伽
経
』
の
一
闡
提
思
想
を
具
体
的
に
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
無
性
闡
提
は
「
行
性
」
を
有
し
な
い
者
と
規
定
さ
れ
る
。
基
以
降
、
こ
う
し
た
「
行
性
」（
行
仏
性
）
の
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
が
表
面
化
し
、『
一
乗
要
決
』
時
分
ま
で
問
題
視
さ
れ
て
い
く
の
６２
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で
あ
る
。三
法
宝
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
に
お
け
る
理
行
二
仏
性
説
『
一
乗
要
決
』
の
中
で
源
信
は
基
の
理
行
二
仏
性
説
を
直
接
的
に
引
用
し
て
い
な
い
。
同
じ
唐
代
の
仏
教
者
で
あ
っ
た
法
宝
（
生
没
年
未
詳
）
の
教
説
を
広
く
引
用
し
て
い
る
。
法
宝
と
は
源
信
の
仏
性
説
に
最
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
人
で
あ
り
、
そ
の
主
要
文
献
に
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
既
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
が
法
宝
の
著
作
か
ら
引
用
し
た
と
さ
れ
る
文
は
実
に
（
 
）
一
一
九
回
を
数
え
る
。
法
宝
は
当
初
玄
奘
門
下
で
あ
っ
た
が
、『
成
唯
識
論
』
翻
訳
以
後
、
五
性
各
別
説
を
批
判
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
仏
性
論
争
史
の
中
で
一
乗
家
や
一
切
皆
成
説
の
論
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
基
の
理
行
二
仏
性
説
に
関
し
て
、
恐
ら
く
法
宝
が
最
初
に
批
判
し
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
基
以
後
の
理
行
二
仏
性
説
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
に
注
目
し
て
い
く
た
め
、『
一
乗
要
決
』
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
説
示
か
ら
検
証
し
て
い
く
。『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
教
説
を
追
究
す
る
こ
と
で
、『
一
乗
要
決
』
へ
展
開
さ
れ
る
理
行
二
仏
性
説
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
法
宝
は
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
三
巻
「
仏
性
同
異
章
」
の
中
で
大
乗
と
小
乗
に
つ
い
て
、
（

）
明
二
其
仏
性
一
。
小
乗
経
中
。
仏
未
レ
説
也
。
大
乗
経
中
。
説
レ
有
二
仏
性
一
。
然
説
二
理
性
一
。
密
説
二
当
一レ
成
。
と
明
か
し
て
い
る
。
法
宝
に
拠
れ
ば
、
仏
性
を
具
体
的
に
明
か
す
と
、
仏
は
小
乗
経
典
の
中
で
全
く
説
か
ず
に
い
た
が
、
大
乗
経
典
の
中
に
お
い
て
「
衆
生
に
仏
性
有
り
」
と
広
く
説
き
明
か
し
た
と
理
解
す
る
。
従
っ
て
、
仏
の
本
意
は
大
乗
経
典
に
よ
っ
て
理
性
（
理
仏
性
）
６３ 『一乗要決』における理行二仏性説の受容
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を
説
く
こ
と
で
、
表
面
的
に
は
分
か
ら
ず
と
も
、
隠
れ
た
奥
義
と
し
て
必
ず
一
切
衆
生
は
成
仏
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
見
て
み
る
と
、
法
宝
の
視
点
は
従
来
「
理
行
二
仏
性
」
と
説
か
れ
つ
つ
も
、
そ
の
基
底
は
「
理
仏
性
」
に
あ
り
、
そ
れ
が
大
乗
至
極
の
理
で
あ
る
と
了
解
す
る
。
一
方
、「
行
仏
性
」
に
つ
い
て
法
宝
は
ど
の
よ
う
な
理
解
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
点
に
関
し
て
、『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
に
は
具
体
的
な
説
明
が
見
当
た
ら
な
い
。
行
仏
性
（
行
性
）
に
つ
い
て
は
僅
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
唯
一
「
理
」
と
「
行
」
の
面
を
議
論
し
て
い
る
所
は
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
五
巻
の
「
対
妄
通
経
章
」
と
い
う
段
落
で
あ
る
。「
対
妄
通
経
章
」
と
は
、
三
乗
家
の
説
（
対
論
者
）
と
し
て
十
二
項
目
の
「
妄
通
」（
妄
り
に
会
通
す
る
説
）
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
対
し
て
法
宝
自
身
が
「
対
曰
」（
対
論
し
て
曰
く
）
と
示
し
、
反
証
を
加
え
て
い
く
。
さ
て
、
今
問
題
視
す
る
「
行
仏
性
」
の
論
及
は
、
法
宝
自
ら
の
言
説
と
し
て
は
語
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
「
妄
通
」
で
あ
る
対
論
者
の
言
葉
（
取
意
文
）
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
二
の
「
妄
通
」
で
、
二
妄
通
。
涅
槃
説
二
一
切
苦
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
一
者
。
若
説
二
行
性
少
分
一
切
一
。
如
二
一
切
苦
一
切
無
常
等
一
、
是
少
分
也
。
無
漏
（
 
）
非
レ
苦
、
無
為
非
二
無
常
一
故
。
若
説
二
理
性
一
、
即
五
性
皆
有
二
仏
性
一
。
と
挙
げ
て
い
る
。
妄
通
（
対
論
者
）
の
見
解
で
は
、『
涅
槃
経
』
で
宣
説
さ
れ
る
「
一
切
苦
な
る
一
切
衆
生
が
悉
く
仏
性
有
り
」
と
は
「
全
分
の
一
切
」（
余
す
所
の
な
い
一
切
衆
生
）
で
は
な
く
、
本
来
「
少
分
の
一
切
」（
限
定
さ
れ
た
一
切
衆
生
）
と
し
た
意
味
内
容
を
指
し
示
す
た
め
、
そ
う
し
た
限
定
さ
れ
た
存
在
が
「
行
仏
性
」
を
有
し
て
い
る
者
と
明
か
す
。
確
か
に
理
仏
性
と
し
て
は
五
性
機
根
の
全
て
に
遍
満
す
る
が
、
た
だ
成
仏
す
る
実
際
は
行
仏
性
の
有
無
で
確
定
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
妄
通
は
三
乗
家
・
五
性
各
別
論
者
に
他
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
、『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
こ
う
し
た
背
景
は
、
基
の
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
で
６４
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説
か
れ
る
『
涅
槃
経
』
解
釈
か
ら
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
基
は
、
（
 
）
涅
槃
拠
二
理
性
及
行
性
中
少
分
一
切
一
唯
説
レ
有
レ
一
。
…
（
中
略
）
…
又
涅
槃
依
二
有
性
利
鈍
一
以
分
レ
二
。
無
性
為
レ
一
。
と
示
し
て
い
る
。
基
の
『
涅
槃
経
』
理
解
は
大
き
く
二
点
に
集
約
で
き
る
。
第
一
に
『
涅
槃
経
』
全
体
で
説
か
れ
る
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
は
、「
理
性
」
と
「
行
性
」
の
二
種
が
あ
る
が
、
経
典
で
は
一
つ
の
本
意
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
点
が
、「
行
仏
性
」
は
「
少
分
の
一
切
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
「
行
仏
性＝
少
分
一
切
」
と
い
う
観
点
は
基
が
創
唱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
基
の
理
論
で
は
本
来
『
涅
槃
経
』
の
一
切
衆
生
と
は
三
種
の
機
根
に
拠
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
三
種
と
は
、
有
性
（
利
根
・
鈍
根
）
と
無
性
に
分
類
す
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
三
種
人
と
は
五
性
各
別
説
で
会
通
さ
れ
る
（
 
）
「
菩
薩
」、「
不
定
性
」、「
無
性
有
情
」（「
定
性
二
乗
」
も
含
む
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
（

）
法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
は
こ
う
し
た
基
の
五
性
各
別
説
を
強
く
意
識
し
て
「
妄
通
」
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
法
宝
の
応
答
は
、
（

）
対
曰
。
此
釈
非
二
経
意
一
也
。
所
以
得
レ
知
。
経
云
雖
レ
信
二
仏
性
是
衆
生
有
一
不
レ
信
二
一
切
悉
有
一
、
名
二
信
不
具
足
一
。
と
明
か
し
て
い
る
。
法
宝
は
対
論
者
に
向
け
て
、「
少
分
の
一
切
」
で
は
、『
涅
槃
経
』
の
真
意
に
背
く
の
で
は
な
い
か
と
批
判
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
理
仏
性
は
無
論
の
こ
と
、
行
仏
性
も
一
切
衆
生
（
五
性
）
に
悉
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
宝
は
い
く
ら
仏
性
の
道
理
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
一
切
衆
生
（
全
分
の
一
切
）
に
仏
性
が
遍
在
す
る
と
い
っ
た
事
実
を
理
解
で
き
な
い
者
の
た
め
に
、
『
涅
槃
経
』
で
は
「
信
不
具
足
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
推
察
す
る
と
、
法
宝
は
仏
性
に
「
理
」
と
「
行
」
の
二
面
性
が
あ
る
６５ 『一乗要決』における理行二仏性説の受容
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こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
一
切
衆
生
に
「
理
仏
性
」
が
あ
れ
ば
、
そ
の
原
理
は
必
然
的
に
「
行
仏
性
」
を
喚
起
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。
法
宝
の
立
場
は
理
仏
性
の
面
か
ら
行
仏
性
を
内
包
し
て
い
く
見
方
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
宝
が
「
理
仏
性
」
の
「
理
」
の
面
を
主
体
的
に
追
求
し
て
い
く
所
が
あ
る
。
先
程
触
れ
た
「
仏
性
同
異
章
」
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
次
の
証
左
で
あ
る
。
又
云
。
一
切
衆
生
。
不
レ
退
二
仏
性
一
。
故
名
レ
之
為
レ
有
。
以
二
当
有
一
故
。
決
定
得
故
。
定
当
レ
見
故
。
名
二
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
一
。
准
レ
此
故
知
。
第
一
義
空
。
名
為
二
仏
性
一
。
従
二
当
果
一
立
。
雖
三
唯
除
二
非
情
一
。
皆
名
二
仏
性
一
。
根
本
理
為
レ
因
故
。
若
無
二
理
性
一
。
即
無
二
（
 
）
行
果
一
。
故
先
答
二
理
性
一
。
後
説
二
余
性
一
。
こ
こ
で
も
法
宝
は
『
涅
槃
経
』
の
経
説
に
拠
っ
て
検
討
し
て
い
る
。
今
は
要
点
を
絞
っ
て
内
容
を
示
し
た
い
。
法
宝
に
拠
れ
ば
、「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
は
、「
決
定
を
得
る
」
や
「
第
一
義
空
」
と
い
っ
た
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
。
非
情
を
除
く
有
情
は
基
本
的
に
全
て
仏
性
を
有
し
て
い
る
と
言
う
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
一
切
衆
生
に
は
成
仏
す
る
根
本
の
道
理
で
あ
る
理
仏
性
の
原
因
（
正
因
）
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
理
仏
性
の
因
が
全
く
衆
生
に
無
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
菩
提
に
至
る
修
行
・
仏
果
も
無
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
故
に
『
涅
槃
経
』
で
は
最
も
根
本
と
な
る
原
因
、
す
な
わ
ち
理
仏
性
を
仏
金
口
の
直
説
と
し
、
し
か
る
後
に
余
性
（
行
仏
性
）
を
説
き
明
か
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
宝
は
そ
の
「
理
」
の
面
に
つ
い
て
、
問
。
理
有
二
何
力
能
一
有
者
定
当
二
成
仏
一
。
答
。
…
（
中
略
）
…
涅
槃
経
三
十
二
云
。
汝
言
衆
生
悉
有
二
仏
性
一
。
得
二
無
上
菩
提
一
。
如
二
（
マ
マ
）
慈
（
磁
）
石
一
者
。
善
哉
善
哉
。
以
レ
有
二
仏
性
因
縁
力
一
故
。
得
二
無
上
菩
提
一
。
若
言
三
不
レ
須
レ
修
二
聖
道
一
者
。
是
義
不
レ
然
。
又
三
６６
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（
 
）
十
六
云
。
一
闡
提
人
。
煩
悩
因
縁
。
現
在
之
世
。
能
断
二
善
根
一
。
仏
性
力
因
縁
故
。
未
来
還
生
二
善
根
一
。
と
言
い
、「
理
に
何
の
力
能
が
あ
っ
て
、
衆
生
は
必
ず
未
来
に
成
仏
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。
諸
種
の
経
論
を
会
（

）
（

）
（

）
通
し
て
い
く
が
、
最
終
的
に
法
宝
は
『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
菩
薩
品
」「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
文
意
に
基
づ
き
典
拠
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
教
証
を
要
約
す
る
と
、
第
一
に
法
宝
の
「
理
」
と
は
磁
石
の
力
能
に
喩
え
る
こ
と
が
で
き
、
衆
生
と
菩
提
に
は
引
き
合
わ
す
力
が
あ
り
、
そ
の
力
能
が
理
に
基
づ
く
「
仏
性
の
因
縁
力
」
で
あ
る
と
明
か
す
。
こ
の
「
仏
性
の
因
縁
力
」
に
よ
っ
て
菩
提
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
行
者
が
聖
道
を
修
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
成
仏
す
る
道
理
（
因
縁
力
）
は
全
く
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
二
に
法
宝
は
一
闡
提
の
説
示
を
紹
介
し
、
一
闡
提
は
現
在
世
に
お
い
て
煩
悩
の
因
縁
に
貪
著
し
て
い
る
た
め
善
根
を
断
じ
て
い
る
状
態
と
い
え
る
が
、「
仏
性
力
の
因
縁
」
に
よ
っ
て
未
来
に
再
び
善
根
を
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
き
明
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
前
（

）
に
述
べ
た
よ
う
な
、『
楞
伽
経
』
の
二
種
闡
提
説
と
は
異
な
り
、
基
本
的
に
『
涅
槃
経
』
の
一
闡
提
成
仏
説
を
首
肯
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
『
涅
槃
経
』
の
二
つ
の
典
拠
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
法
宝
に
と
っ
て
理
仏
性
と
は
仏
説
の
中
で
明
確
に
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
因
縁
力
（
仏
性
力
）
は
全
て
の
衆
生
に
遍
満
す
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
理
仏
性
の
具
体
相
を
、
法
宝
は
「
水
清
宝
珠
の
譬
喩
」
で
説
明
す
る
。
其
理
仏
性
。
如
二
水
清
珠
一
。
能
清
二
濁
水
一
。
水
若
常
動
。
雖
二
珠
有
一レ
力
。
水
不
レ
得
レ
清
。
衆
生
亦
爾
。
雖
レ
有
二
理
性
一
。
能
生
二
善
法
一
。
妄
心
常
動
。
無
漏
不
レ
生
。
若
制
二
之
一
処
一
。
無
レ
事
不
レ
弁
。
又
水
性
清
。
動
即
常
濁
。
止
即
自
清
。
衆
生
亦
爾
。
本
性
清
（

）
浄
。
若
妄
心
恒
動
。
即
生
死
輪
廻
。
若
妄
心
不
レ
動
。
即
寂
滅
涅
槃
。
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理
仏
性
と
は
水
を
清
く
す
る
宝
珠
の
よ
う
な
も
の
で
濁
っ
た
水
を
清
浄
に
し
て
く
れ
る
。
水
が
常
に
動
ず
れ
ば
、
宝
珠
に
力
が
有
る
と
い
っ
て
も
、
水
は
清
浄
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
衆
生
の
在
り
方
も
同
じ
で
あ
り
、
い
く
ら
仏
性
が
具
有
し
て
菩
提
を
得
る
た
め
の
理
の
善
法
が
生
じ
て
も
、
反
対
に
妄
執
の
心
が
常
に
動
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
無
漏
の
心
は
全
く
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
水
の
本
性
は
も
と
よ
り
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
動
ず
れ
ば
常
に
濁
り
、
止
ま
れ
ば
自
ず
か
ら
清
浄
と
な
る
。
衆
生
の
本
性
も
本
来
清
浄
で
あ
る
が
、
も
し
妄
執
の
心
が
常
に
働
い
て
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
生
死
輪
廻
に
迷
っ
て
し
ま
う
。
反
対
に
も
し
妄
執
の
心
が
全
く
働
か
な
い
静
寂
の
状
態
で
あ
る
な
ら
ば
、
涅
槃
寂
滅
の
悟
り
に
至
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
譬
喩
で
示
す
水
が
「
仏
性
」、
宝
珠
が
「
理
性
」、
水
の
濁
り
が
「
妄
心
」
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
法
宝
は
一
切
衆
生
に
仏
性
が
理
性
と
し
て
有
し
て
い
て
も
、
常
に
衆
生
の
妄
心
が
動
じ
て
い
れ
ば
、
そ
の
理
性
を
永
遠
に
覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
故
に
法
宝
は
、
（
マ
マ
）（
 
）
准
二
此
教
理
一
。
若
有
二
理
性
一
。
定
当
二
成
仏
一
。
既
信
三
一
切
衆
生
。
平
等
悉
有
二
理
性
一
。
豈
レ
得
レ
執
下
一
分
衆
生
不
中
成
仏
上
邪
。
と
総
括
し
、「
水
清
宝
珠
の
譬
喩
」
か
ら
捉
え
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
も
し
理
仏
性
が
有
り
、
必
ず
未
来
に
成
仏
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
既
に
一
切
衆
生
に
は
平
等
な
る
善
因
（
根
本
因
）
の
理
仏
性
が
具
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
何
故
三
乗
家
（
五
性
各
別
説
）
の
者
た
ち
は
一
分
（
少
分
）
の
衆
生
に
執
着
し
て
、
全
て
の
衆
生
が
成
仏
で
き
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
法
宝
は
批
判
す
る
の
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
文
脈
を
整
理
す
る
と
、
法
宝
は
確
か
に
基
以
来
の
理
行
二
性
（
理
行
二
仏
性
）
の
理
論
を
踏
襲
し
て
い
る
。
だ
が
、
法
宝
の
視
点
は
「
理
仏
性
」
に
重
点
を
置
く
理
論
で
あ
る
た
め
、「
行
仏
性
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
を
明
か
し
て
い
な
い
。
一
方
、
基
の
『
涅
槃
経
』
解
釈
に
拠
れ
ば
、
本
来
仏
性
に
は
「
理
性
」
と
「
行
性
」
の
二
性
が
あ
る
と
規
定
さ
れ
、「
行
仏
性
の
少
分
一
切
」
に
お
い
て
成
仏
の
決
定
を
説
き
明
か
し
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
、
法
宝
の
立
場
は
『
涅
槃
経
』
の
経
説
か
ら
理
行
二
仏
性
説
を
捉
え
て
い
く
方
向
で
あ
る
た
め
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
は
正
し
く
「
理
仏
性
」
に
他
な
ら
ず
、
衆
生
は
平
等
に
成
仏
す
る
と
説
き
明
か
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
重
ね
合
わ
す
と
、
法
宝
に
と
っ
て
理
行
二
仏
性
説
と
は
、
基
の
説
く
よ
う
な
仏
性
に
二
種
が
有
る
と
い
っ
た
解
釈
で
は
な
く
、
仏
性
に
二
面
性
（
理
・
行
）
が
有
る
と
い
っ
た
解
釈
に
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
宝
は
「
理
」
の
点
に
比
重
を
置
き
、
そ
こ
か
ら
「
行
仏
性
」
を
包
摂
し
て
い
く
見
方
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
四
『
一
乗
要
決
』
に
お
け
る
理
行
二
仏
性
説
の
検
討
『
一
乗
要
決
』
の
文
脈
で
理
行
二
仏
性
説
を
主
題
と
し
た
項
目
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
「
悉
有
仏
性
」
と
い
う
観
点
に
留
意
す
れ
ば
、
や
は
り
大
文
第
四
「
引
二
一
切
衆
生
有
性
成
仏
文
一
」
の
所
説
で
吟
味
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
大
文
第
四
の
本
文
で
は
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
説
を
中
心
に
一
切
衆
生
が
何
故
成
仏
す
る
の
か
と
主
体
的
に
問
う
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
文
第
四
の
構
成
は
、
ノ
ニ
ク
ニ
ノ
ヲ
リ
ニ
ハ
ノ
ク
ニ
ニ
ク
ノ
ヲ
（
 
）
大
文
第
四
。
引
二
一
切
衆
生
有
性
成
仏
文
一
有
レ
二
。
ⓐ
初
宝
師
所
レ
引
六
経
二
論
。
ⓑ
次
私
引
二
十
二
文
一
。
と
示
す
よ
う
に
、
大
き
く
二
つ
の
観
点
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
ⓐ
は
法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
所
説
の
「
六
経
二
論
」。
ⓑ
は
源
信
自
ら
の
証
文
を
十
二
文
挙
げ
て
い
る
。
ⓐ
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
中
で
は
「
六
経
二
論
」
が
吟
味
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
二
巻
「
列
（

）
経
通
義
章
」
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
点
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
法
宝
は
「
一
乗
仏
性
」
を
論
証
す
る
た
め
に
「
六
経
二
論
」
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
も
こ
う
し
た
背
景
を
十
分
吟
味
し
た
上
で
法
宝
の
論
説
を
援
用
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
大
文
第
四
の
全
体
的
な
見
通
し
は
法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
り
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体
的
に
言
え
ば
、『
一
乗
要
決
』
に
見
ら
れ
る
理
行
二
仏
性
説
と
は
、
法
宝
の
「
六
経
二
論
」
の
検
証
と
、
そ
れ
と
は
相
反
す
る
論
難
を
挙
げ
、
最
終
的
に
は
源
信
の
仏
性
解
釈
へ
と
し
て
止
揚
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
一
乗
要
決
』
撰
述
以
前
の
日
本
仏
教
で
は
、
理
行
二
仏
性
説
に
つ
い
て
ど
れ
程
の
理
解
を
示
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
最
澄
の
『
通
六
九
証
破
比
量
文
』
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
。
フ
ニ
ク
リ
ト
ハ
ノ
ソ
ヤ
フ
ニ
リ
ニ
ハ
ニ
ハ
ナ
リ
フ
ル
ノ
ハ
問
涅
槃
経
云
。
一
切
衆
生
皆
有
二
仏
性
一
者
。
何
仏
性
。
答
仏
性
有
二
二
種
一
。
一
理
仏
性
。
二
行
仏
性
。
問
有
二
仏
性
一
衆
生
ル
ヤ
ヲ
ヤ
フ
ル
ノ
ノ
ク
ル
ノ
ハ
ス
ニ
フ
ソ
ラ
ム
ハ
ト
者
。
皆
得
二
成
仏
一
耶
不
。
答
古
来
有
二
二
種
論
一
也
。
古
徳
等
云
。
有
二
仏
性
一
衆
生
者
。
皆
成
仏
。
故
云
三
凡
有
レ
心
者
皆
得
二
菩
ヲ
ノ
ク
リ
テ
モ
キ
ハ
セ
ス
ル
ヲ
ハ
ス（
 
）
提
一
。
今
新
大
乗
宗
云
。
有
二
理
仏
性
一
。
而
無
二
行
性
仏
性
一
者
不
二
成
仏
一
。
具
二
二
性
一
者
成
仏
也
。
最
澄
に
拠
れ
ば
、『
涅
槃
経
』
の
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
二
つ
の
問
答
を
設
け
て
い
る
。
第
一
の
問
い
は
仏
性
に
は
理
仏
性
と
行
仏
性
が
あ
る
と
い
う
点
。
第
二
の
問
い
は
仏
性
を
有
す
る
者
は
必
ず
皆
成
仏
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
第
二
の
「
仏
性
有
す
る
者
」
と
い
う
規
定
の
仕
方
に
つ
い
て
、
最
澄
は
「
古
徳
」（
一
乗
家
・
一
切
皆
成
説
）
と
「
新
大
乗
宗
」（
三
乗
家
・
五
性
各
別
説
）
の
間
に
対
立
が
あ
っ
た
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
日
本
仏
教
で
は
法
相
宗
の
徳
一
（
生
没
年
未
詳
）
と
天
台
宗
の
最
澄
の
間
に
凄
絶
な
三
一
権
実
の
論
争
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
論
争
経
緯
は
徳
一
の
文
献
が
全
て
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
現
在
最
澄
の
文
献
に
よ
っ
て
の
み
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
澄
か
ら
源
信
時
分
ま
で
「
理
行
二
仏
性
説
」
の
課
題
が
現
前
と
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
う
し
た
中
で
『
一
乗
要
決
』
の
中
で
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
理
行
二
仏
性
説
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
新
展
開
を
発
揮
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
大
文
第
四
「
引
二
一
切
衆
生
有
性
成
仏
文
一
」
の
ⓐ
と
ⓑ
の
教
説
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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ⓐ
『
一
乗
要
決
』
に
お
け
る
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』「
六
経
二
論
」
の
受
容
│
三
乗
家
法
相
宗
へ
の
批
判
│
源
信
は
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
中
で
唯
一
「
理
行
二
性
」
と
規
定
す
る
場
面
を
引
い
て
い
る
。
法
宝
は
「
六
経
二
論
」
の
第
一
『
大
雲
経
』
の
教
証
を
引
い
た
後
、
ハ
ク
ル
ニ
ノ
ヲ
ニ
ク
リ
ノ
カ
ハ
ク
ヲ
ヲ
モ
シ
ノ
ニ
モ
シ
ク
リ
ノ（
 
）
宝
公
云
。
准
二
此
経
文
一
。
一
切
衆
生
。
悉
有
二
理
行
二
性
一
。
又
聞
レ
説
二
仏
性
一
利
益
最
多
。
余
大
乗
中
。
少
有
二
此
説
一
。
（

）
と
明
か
す
。
法
宝
に
拠
れ
ば
、『
大
雲
経
』
は
一
乗
仏
性
の
経
典
で
あ
る
と
論
証
す
る
。
何
故
な
ら
全
て
の
衆
生
に
理
性
（
理
仏
性
）
と
行
性
（
行
仏
性
）
が
具
有
す
る
た
め
、
悉
有
仏
性
の
説
を
聞
く
も
の
は
、
そ
の
利
益
は
は
か
り
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
宝
は
、
大
乗
経
典
の
中
に
は
少
な
か
ら
ず
、
こ
う
し
た
理
行
二
仏
性
を
説
い
て
い
る
と
明
か
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
一
乗
要
決
』
本
文
で
は
、
こ
れ
以
上
法
宝
の
理
行
二
仏
性
説
に
つ
い
て
詳
し
く
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
反
対
に
、
法
宝
（
一
乗
家
）
へ
批
判
す
る
論
者
（
三
乗
家
）
の
文
脈
を
広
く
引
用
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
法
宝
の
「
六
経
二
論
」
に
つ
い
て
、
特
に
強
い
批
判
の
目
を
向
け
た
人
物
が
、
法
相
宗
の
徳
一
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
、
『
一
乗
要
決
』
は
大
文
第
二
「
引
二
余
教
二
乗
作
仏
文
一
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
文
脈
を
引
用
し
て
い
る
。
ハ
ク
ハ
ク
タ
ク
キ
テ
ヲ
ノ
セ
ル
ヲ
レ
ラ
キ
テ
ヲ
ヲ
ス
ニ
ハ
ニ
ハ
ニ
ハ
一
師
云
。
宝
云
。
復
引
下
説
二
一
乗
仏
性
一
経
義
決
定
者
上
。
彼
自
引
二
八
教
一
。
論
義
決
定
。
一
大
雲
経
。
二
涅
槃
経
。
三
ニ
ハ
ニ
ハ
ニ
ハ
ニ
ハ
ニ
ハ
ナ
リ
リ
テ
ノ
ニ
ス
ヲ
レ
ノ
法
華
経
。
四
密
厳
経
。
五
入
楞
伽
経
。
六
勝
鬘
経
。
七
宝
性
論
。
八
仏
性
論
。
依
二
此
八
教
一
。
証
二
一
乗
仏
性
一
。
是
決
定
ナ
リ
ノ
ハ
ク
ス
ス
ニ
ノ
ト
ヲ
ノ
ニ
ル
ニ
ナ
ル
ニ
ノ
ノ
説
。
定
性
二
乗
。
無
性
有
情
。
皆
悉
作
仏
。
汝
執
二
非
理
一
。
彼
所
レ
引
文
。
非
レ
為
二
定
証
一
。
何
以
故
。
非
レ
義
決
定
故
。
彼
所
レ
ク
ハ
タ
ノ
ノ
ミ
ニ
ス
ノ
ニ
タ
ノ
ミ
ニ
ス
ノ
ニ
タ
引
文
。
①
非
二
唯
定
性
二
乗
一
。
亦
通
二
不
定
性
二
乗
一
。
②
非
二
唯
畢
竟
無
性
闡
提
一
。
亦
通
二
有
性
断
善
闡
提
一
。
③
非
二
唯
理
仏
ノ
ミ
ニ
シ
テ
ク
ヲ
ニ
カ
ノ
フ
ノ
ハ
セ
ノ
ナ
ク
ト
ハ
タ
ル
ノ
ミ
テ
シ
性
一
。
亦
通
説
二
行
仏
性
一
故
。
汝
所
レ
言
此
八
教
証
義
不
二
決
定
一
。
定
性
二
乗
。
無
性
有
情
皆
悉
作
仏
者
。
唯
有
二
虚
言
一
。
都
無
二
７１ 『一乗要決』における理行二仏性説の受容
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 
）
実
義
一
（
已
上
）
徳
一
の
何
ら
か
の
文
献
の
中
で
法
宝
を
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
こ
の
全
体
像
を
源
信
が
克
明
に
引
い
て
い
る
。
徳
一
に
拠
れ
ば
、
法
宝
が
「
一
乗
仏
性
」
の
典
拠
と
し
て
『
大
雲
経
』、『
涅
槃
経
』、『
大
乗
密
厳
経
』、『
入
楞
伽
経
』（
菩
提
流
支
訳
十
巻
本
）、『
勝
鬘
経
』、
『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』、『
仏
性
論
』
と
い
っ
た
「
六
経
二
論
」（
八
教
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
道
理
に
合
わ
な
い
と
否
定
す
る
。
そ
こ
で
徳
一
は
以
下
三
つ
の
批
判
点
を
提
示
す
る
。
彼
に
拠
れ
ば
、
こ
の
「
六
経
二
論
」
に
は
、
①
五
性
各
別
の
二
乗
に
関
し
て
は
定
性
二
乗
（
声
聞
・
独
覚
）
の
み
を
説
き
明
か
す
だ
け
で
、
不
定
性
の
二
乗
を
踏
ま
え
て
い
な
い
と
い
う
。
②
一
闡
提
に
関
し
て
は
畢
竟
無
性
闡
提
の
み
を
説
き
明
か
す
だ
け
で
、
有
性
断
善
闡
提
を
踏
ま
え
て
い
な
い
と
い
う
。
③
仏
性
に
関
し
て
は
理
仏
性
の
み
を
説
き
明
か
す
だ
け
で
、
行
仏
性
を
踏
ま
え
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
観
点
を
総
括
し
て
徳
一
は
、
法
宝
の
「
六
経
二
論
」
の
明
証
は
成
立
せ
ず
、「
た
だ
虚
言
で
あ
る
」
と
見
做
す
の
で
あ
る
。
徳
一
の
論
説
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
基
以
来
提
唱
さ
れ
続
け
て
き
た
五
性
各
別
、
（

）
三
種
闡
提
、
行
仏
性
と
い
っ
た
主
な
る
概
念
を
依
用
し
て
い
る
。『
一
乗
要
決
』
は
、
こ
う
し
た
徳
一
の
論
難
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
、
再
び
法
宝
の
「
六
経
二
論
」
を
掲
げ
て
、
一
乗
仏
性
説
を
検
討
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
浮
上
す
る
主
な
る
論
点
が
理
行
二
仏
性
説
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
、「
六
経
二
論
」
の
第
二
『
涅
槃
経
』
の
教
証
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
源
信
は
三
乗
家
の
諸
説
を
広
く
挙
げ
て
論
説
し
て
い
る
。
こ
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
に
対
し
て
最
初
に
論
駁
を
加
え
た
人
物
が
淄
州
大
師
慧
沼
（
六
五
〇
│
七
一
四
）
で
あ
る
。
彼
は
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』
の
中
で
法
宝
の
仏
性
解
釈
を
問
い
質
し
、
強
く
批
判
し
て
い
る
。『
一
乗
要
決
』
も
ま
た
、
こ
う
し
た
一
連
の
説
示
内
容
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
な
問
い
を
設
け
る
。
フ
シ
テ
ノ
モ
ス
ト
レ
ト
セ
ス
ハ
ツ
ク
ト
ハ
ク
レ
ハ
ラ
カ
ニ
問
。
沼
公
通
涅
槃
経
雖
レ
信
二
仏
性
是
衆
生
有
一
。
不
レ
信
二
一
切
悉
有
仏
性
一
。
名
二
信
不
具
足
一
。
云
此
亦
不
レ
然
。
経
不
二
明
７２
『????』?24???26??2015?3???（???????）
カセ
ニ
ク
ル
ト
ツ
ク
ト
（
 
）
説
一
。
若
不
レ
信
三
一
切
衆
生
悉
有
二
行
仏
性
一
者
。
名
二
信
不
具
足
一
。
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
中
で
法
宝
は
「
衆
生
に
仏
性
が
有
す
る
と
信
ず
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
す
べ
て
の
衆
生
に
仏
性
が
有
す
る
と
信
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
者
を
『
涅
槃
経
』
で
は
信
不
具
足
と
名
づ
け
る
」
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
慧
沼
は
こ
の
よ
う
な
一
切
皆
成
説
者
の
主
張
は
誤
謬
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
何
故
な
ら
『
涅
槃
経
』
の
原
意
は
全
分
の
一
切
衆
生
と
は
具
体
的
に
明
か
し
て
お
ら
ず
、
も
し
、
一
切
衆
生
に
「
少
分
一
切
の
行
仏
性
」
が
有
し
て
い
る
と
信 
ず 
る 
こ 
と 
が 
で 
き 
な 
け 
れ 
ば 
、
そ
の
状
態
を
経
典
で
は
「
信
不
具
足
」
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
『
一
乗
要
決
』
原
典
に
は
引
用
さ
れ
な
い
が
、
慧
沼
は
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』
の
中
で
、
（

）
又
復
涅
槃
説
。
仏
性
者
非
二
唯
一
法
一
。
豈
レ
可
下
染
浄
一
切
同
中
有
無
聖
凡
別
上
。
約
レ
理
不
レ
遮
。
行
性
不
レ
爾
。
と
示
し
て
い
る
。
慧
沼
に
拠
れ
ば
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
仏
性
」
と
は
た
だ
一
つ
の
法
（
道
理
）
で
は
な
い
と
明
か
す
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
衆
生
機
根
の
染
浄
を
一
つ
に
集
約
し
、
仏
性
の
有
無
、
聖
者
凡
夫
の
差
異
を
全
て
同
等
と
解
釈
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
慧
沼
は
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
道
理
に
弁
え
れ
ば
決
し
て
機
根
の
差
別
を
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
慧
沼
に
と
っ
て
悉
有
仏
性
と
は
行
仏
性
に
他
な
ら
ず
、
決
し
て
一
切
皆
成
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
明
か
す
。
つ
ま
り
、
彼
の
反
証
は
衆
生
機
根
に
は
差
異
が
あ
り
、
現
実
的
に
「
有
性
と
無
性
」、「
聖
者
と
凡
夫
」
の
各
別
が
あ
る
と
い
っ
た
見
方
に
徹
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
、
慧
沼
は
『
涅
槃
経
』
の
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
説
を
「
行
仏
性
」
で
あ
る
と
了
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
慧
沼
の
仏
性
解
釈
に
対
し
て
、
源
信
は
次
の
よ
う
な
異
見
を
加
え
る
。
７３ 『一乗要決』における理行二仏性説の受容
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ノフ
ハ
セ
ヲ
タ
ム
ヲ
シ
テ
ヲ
ツ
ケ
テ
ト
ニ
ノ
ニ
ハ
ク
ソ
ル
ハ
テ
ニ
ル
此
義
云
何
。
答
。
経
不
レ
別
二
理
性
行
性
一
。
但
令
二
衆
生
成
仏
一
之
性
名
為
二
仏
性
一
。
故
彼
経
云
。
凡
有
レ
心
者
。
定
当
レ
得
レ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ノ
ヲ
ニ
ニ
ス
ト
シ
テ
ノ
ニ
テ
フ
ヲ
ク
ト
成
二
阿
耨
菩
提
一
。
以
二
是
義
一
故
。
我
常
宣
二
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
一
。（
云
云
）
約
二
此
仏
性
一
。
説
言
下
不
レ
信
三
一
切
悉
有
二
仏
ツ
ク
ト
ト
テ
シ
テ
ヲ
フ
カ
ニ
（
 
）
性
一
。
名
中
信
不
具
足
上
也
。
不
レ
可
三
曲
釈
レ
経
従
二
己
情
一
。
源
信
の
主
張
は
、
そ
も
そ
も
『
涅
槃
経
』
で
説
か
れ
る
仏
性
は
「
理
仏
性
」
と
「
行
仏
性
」
と
い
う
概
念
を
明
確
に
分
け
て
説
い
て
い
な
い
と
言
う
。
何
故
な
ら
、
た
だ
一
切
衆
生
に
成
仏
の
本
性
が
有
す
る
意
味
と
し
て
仏
性
と
名
づ
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
涅
槃
経
』
で
は
「
お
よ
そ
心
有
る
者
と
は
、
定
ん
で
無
上
菩
提
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
私
（
釈
尊
）
は
常
に
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
宣
説
し
た
」
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
性
の
本
意
が
あ
っ
て
、
一
切
衆
生
に
仏
性
が
有
る
と
全
く
信
じ
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
者
ら
を
経
典
で
は
「
信
不
具
足
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
源
信
は
、
慧
沼
に
対
し
て
『
涅
槃
経
』
の
文
脈
を
曲
げ
て
解
釈
し
、
自
己
本
位
に
読
み
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
批
判
す
る
。
彼
に
拠
れ
ば
、
経
典
は
経
典
の
原
意
の
ま
ま
に
直
截
的
に
受
容
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
慧
沼
（
法
相
宗
）
の
理
行
二
仏
性
説
と
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
説
を
会
通
す
る
こ
と
自
体
が
源
信
に
と
っ
て
許
し
難
い
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、「
六
経
二
論
」
の
第
八
『
仏
性
論
』
の
教
証
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
新
羅
の
神
昉
（
生
没
年
未
詳
）
は
法
宝
の
説
を
批
判
（

）
し
て
い
る
。『
一
乗
要
決
』
は
そ
の
論
難
を
問
答
形
式
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
フ
ハ
シ
テ
ノ
ニ
ハ
ク
シ
ナ
ラ
ハ
ナ
リ
ヲ
ツ
ク
ト
フ
ニ
ヲ
ス
ハ
シ
テ
問
。
神
昉
師
通
二
仏
性
論
文
一
曰
。
若
真
如
理
性
。
一
切
皆
有
。
是
名
二
了
説
一
。
非
レ
謂
二
行
性
一
。
又
解
。
断
善
闡
提
。
決
定
シ
ル
コ
ト
ノ
レ
ナ
リ
ク
ニ
ト
（

）
無
レ
有
二
般
涅
槃
性
一
。
是
不
了
説
。
非
レ
説
二
畢
竟
一
。
（

）
神
昉
は
『
仏
性
論
』
の
教
証
を
検
討
し
た
結
果
、
法
宝
の
一
乗
仏
性
説
を
否
定
す
る
。
何
故
な
ら
、
法
宝
の
『
仏
性
論
』
解
釈
で
は
真
７４
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如
理
性
の
面
の
み
で
「
行
性
」
を
踏
ま
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
断
善
闡
提
の
面
の
み
で
「
畢
竟
無
性
闡
提
」
を
踏
ま
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
昉
も
ま
た
法
相
宗
の
教
理
に
基
づ
き
、
仏
性
と
一
闡
提
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
種
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。こ
う
し
た
神
昉
の
論
難
を
踏
ま
え
た
上
で
、
源
信
は
次
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
。
ノ
フ
ス
ヲ
タ
ス
レ
ク
ル
シ
セ
ハ
ク
ト
ニ
チ
レ
ニ
ス
ヲ
此
義
云
何
。
答
。
①
今
不
三
要
分
二
理
性
行
性
一
。
唯
皆
成
仏
。
是
正
所
レ
立
。
若
許
三
理
性
遍
二
一
切
一
者
。
即
是
当
レ
許
二
一
切
成
仏
一
。
セ
ス
ヲ
シ
ノ
ニ
フ
シ
ク
ト
イ
ハ
ハ
シ
コ
ト
ノ
リ
（
 
）
②
不
レ
応
レ
分
二
別
断
善
畢
竟
一
。
如
二
彼
論
云
一
。
一
切
衆
生
。
若
永
不
レ
得
二
般
涅
槃
一
者
。
無
レ
有
二
是
処
一
。
こ
こ
に
お
い
て
も
源
信
は
前
述
と
同
様
な
形
で
理
行
二
仏
性
説
へ
批
判
的
な
態
度
を
取
る
。
源
信
に
拠
れ
ば
、
神
昉
が
主
張
す
る
よ
う
な
①
「
仏
性
」
を
「
理
性
と
行
性
」、
ま
た
②
「
一
闡
提
」
を
「
有
性
断
善
闡
提
と
畢
竟
無
性
闡
提
」
と
分
類
す
る
こ
と
自
体
が
誤
り
で
あ
る
と
否
定
す
る
。
つ
ま
り
、
源
信
の
志
向
は
仏
性
と
は
必
ず
一
切
皆
成
の
意
味
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
一
闡
提
と
は
最
終
的
に
成
仏
す
る
も
の
と
理
解
す
る
。
源
信
の
主
張
は
、『
仏
性
論
』
の
文
脈
と
は
言
え
、
基
本
的
に
は
『
涅
槃
経
』
の
経
説
に
沿
っ
た
、
仏
性
・
一
闡
提
解
釈
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
源
信
は
法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の
理
論
と
異
な
っ
た
一
面
を
覗
か
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
源
信
は
文
脈
の
中
で
理
仏
性
と
行
仏
性
の
概
念
を
批
判
的
に
摂
取
し
、
最
終
的
に
は
理
行
二
仏
性
説
の
枠
組
か
ら
完
全
に
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ⓑ
源
信
の
悉
有
仏
性
説
│
一
乗
仏
性
の
明
証
│
続
い
て
源
信
の
主
張
を
尋
ね
て
ゆ
き
た
い
。
源
信
は
「
私
に
十
二
の
文
を
引
く
」
と
題
し
、『
涅
槃
経
』
を
八
文
挙
げ
、
第
九
に
『
新
７５ 『一乗要決』における理行二仏性説の受容
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華
厳
経
』（
八
十
巻
本
）、
第
十
に
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』、
第
十
一
に
『
入
楞
伽
経
』（
菩
提
流
支
訳
十
巻
本
）、
第
十
二
に
『
大
智
度
論
』
を
教
証
と
し
て
提
示
す
る
。
こ
こ
で
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
が
、『
涅
槃
経
』
の
八
文
で
あ
る
。
『
涅
槃
経
』
の
引
用
形
態
は
北
本
の
二
十
一
巻
、
二
十
四
巻
、
二
十
七
巻
（
三
箇
所
）、
二
十
九
巻
、
三
十
五
巻
、
三
十
六
巻
に
及
ぶ
。
（
 
）
こ
の
点
を
推
察
す
る
と
、
源
信
は
経
典
内
容
を
ほ
ぼ
順
序
次
第
に
尋
ね
て
い
る
と
言
え
る
。『
涅
槃
経
』
原
典
の
当
該
箇
所
は
後
半
の
「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」「
師
子
吼
菩
薩
品
」「
迦
葉
菩
薩
品
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
源
信
は
『
涅
槃
経
』
の
後
分
に
相
当
す
る
仏
性
説
を
集
中
的
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
意
図
は
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
分
量
か
ら
し
て
全
て
の
『
涅
槃
経
』
の
教
証
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
特
に
源
信
の
強
い
問
題
意
識
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
仏
性
説
を
考
察
し
た
い
。
そ
こ
で
教
証
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
ま
ず
は
引
用
さ
れ
た
八
文
の
『
涅
槃
経
』
文
意
を
簡
単
に
列
挙
し
て
お
き
た
い
。
大
概
次
の
（

）
よ
う
な
主
題
で
あ
る
。
（

）
①
二
十
一
巻
「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」
…
大
般
涅
槃
と
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
は
甚
深
秘
密
の
義
。
（

）
②
二
十
四
巻
同
品
…
仏
性
有
る
故
に
一
闡
提
は
本
心
を
捨
離
し
て
菩
提
を
成
ず
る
。
（

）
③
二
十
七
巻
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
…
雪
山
草
の
譬
喩
。
（

）
④
同
巻
同
品
…
一
乗
と
は
仏
性
と
名
づ
け
る
。
（

）
⑤
同
巻
同
品
…
師
子
吼
と
は
決
定
と
名
づ
け
る
。
（

）
⑥
二
十
九
巻
同
品
…
一
切
衆
生
乃
至
一
闡
提
ま
で
悉
く
仏
性
有
り
と
宣
説
す
る
。
（
	
）
⑦
三
十
五
巻
「
迦
葉
菩
薩
品
」
…
断
善
根
人
の
有
仏
性
に
は
分
別
答
で
広
説
す
る
。
⑧
三
十
五
〜
六
巻
同
品
…
一
切
の
無
明
煩
悩
等
は
悉
く
仏
性
で
あ
る
。
衆
生
仏
性
は
非
有
非
無
に
し
て
中
道
で
あ
る
。
衆
７６
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（
 
）
生
と
仏
性
は
た
だ
時
節
が
異
な
る
だ
け
で
、
そ
の
体
は
一
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
主
に
①
③
④
の
教
証
は
源
信
が
五
性
各
別
を
批
判
し
て
い
く
面
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
彼
自
身
が
悉
有
仏
性
を
説
き
明
か
す
主
要
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
中
心
に
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
①
の
『
涅
槃
経
』「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」
の
文
で
は
「
十
種
功
徳
」
の
経
説
を
引
用
し
、
ニ
ク
ル
ノ
ノ
ヲ
チ
レ
ク
リ
シ
ヲ
キ
ノ
ヲ
シ
一
大
経
二
十
一
云
。
能
知
二
如
来
深
密
義
一
者
。
所
謂
即
是
大
般
涅
槃
。
一
切
衆
生
悉
有
二
仏
性
一
。
懺
二
四
重
禁
一
。
除
二
謗
法
心
一
。
尽
二
ヲ
ス
ヲ
ル
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
ツ
ク
ト
（

）
五
逆
罪
一
。
滅
二
一
闡
提
一
。
然
後
得
レ
成二
阿
耨
菩
提
一
。
是
名
二
甚
深
秘
密
之
義
一
。
と
明
か
す
。
経
典
で
は
『
涅
槃
経
』
を
信
受
す
る
行
者
（
菩
薩
）
は
「
如
来
深
密
の
義
」
を
覚
知
で
き
る
と
説
き
明
か
す
。
何
故
な
ら
そ
の
功
徳
は
計
り
知
れ
ず
、
四
重
禁
を
懺
悔
し
、
謗
法
心
を
取
り
除
き
、
五
逆
罪
を
滅
尽
し
、
一
闡
提
を
断
滅
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
切
衆
生
に
仏
性
が
有
る
た
め
、
必
ず
未
来
に
菩
提
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
を
『
涅
槃
経
』
で
は
「
甚
深
秘
密
の
義
」
と
宣
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
源
信
は
『
涅
槃
経
』
の
教
説
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
論
証
を
試
み
る
。
フ
ハ
ト
ニ
ヲ
フ
ハ
ス
ト
ヲ
ニ
ニ
（

）
言
二
一
切
衆
生
一
。
故
不
レ
除
二
畢
竟
無
性
一
。
言
レ
成
二
菩
提
一
。
故
非
二
理
仏
性
一
。
す
な
わ
ち
、
源
信
は
『
涅
槃
経
』
の
原
意
か
ら
法
相
宗
の
教
理
を
問
い
直
し
て
い
く
。
第
一
に
も
し
仮
に
「
畢
竟
無
性
闡
提
」
と
い
う
概
念
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、『
涅
槃
経
』
所
説
の
「
一
切
衆
生
」
の
意
味
か
ら
し
て
全
く
除
外
す
る
よ
う
な
道
理
は
な
い
と
言
う
。
第
二
に
も
し
仮
に
「
理
行
二
仏
性
」
と
い
う
概
念
を
用
い
た
と
し
て
も
、『
涅
槃
経
』
で
は
菩
提
の
心
を
起
こ
し
て
修
行
し
、「
菩
提
を
成
ず
７７ 『一乗要決』における理行二仏性説の受容
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る
」
と
説
い
て
い
る
た
め
、「
理
仏
性
」
と
い
う
一
面
的
な
仏
性
は
適
切
で
は
な
い
と
明
か
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
源
信
は
『
涅
槃
経
』
の
視
点
か
ら
、
五
性
各
別
説
や
理
行
二
仏
性
説
の
矛
盾
を
突
く
論
証
を
示
し
て
い
る
。次
に
③
の
文
に
注
目
し
た
い
。
源
信
は
『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
「
雪
山
草
の
譬
喩
」
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
譬
喩
は
、
如
来
と
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
の
接
点
を
具
体
的
に
説
き
明
か
し
て
い
る
。
ニ
ニ
ハ
ク
テ
ニ
ヘ
シ
ス
ヲ
ニ
ノ
ニ
レ
ク
ト
ニ
リ
三
同
経
二
十
七
云
。
一
切
衆
生
。
定
当
レ
得
レ
成
二
阿
耨
菩
提
一
故
。
是
故
我
説
二
一
切
衆
生
。
悉
有
仏
性
一
。
善
男
子
。
雪
山
有
レ
草
。
テ
ト
シ
ス
レ
ハ
チ
ス
ヲ
ニ
リ
シ
ス
レ
ハ
シ
モ
シ
ト
テ
フ
名
為
二
忍
辱
一
。
牛
若
食
者
。
即
出
二
醍
醐
一
。
更
有
二
異
草
一
。
牛
若
食
者
。
即
無
二
醍
醐
一
。
雖
レ
無
二
醍
醐
一
。
不
レ
可
四
説
言
三
雪
山
ニ
シ
ト
モ
ナ
リ
ト
テ
ト
ト
ク
ト
ト
ナ
リ
シ
ク
之
中
。
無
二
忍
辱
草
一
。
仏
性
亦
爾
。
雪
山
者
。
名
為
二
如
来
一
。
忍
辱
草
者
。
名
二
大
涅
槃
一
。
異
草
者
十
二
部
経
。
衆
生
若
能
聴
二
シ
し
ス
レ
ハ
ヲ
ル
ヲ
ノ
ニ
ハ
モ
ト
カ
ス
リ
テ
フ
シ
（
 
）
受
諮
三
啓
大
般
涅
槃
一
。
即
見
二
仏
性
一
。
十
二
部
経
中
。
雖
レ
不
レ
聞
レ
有
。
不
レ
可
二
説
言
一レ
無
二
仏
性
一
也
。
図
式
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
忍
辱
草
↓
醍
醐
を
出
だ
す
。
雪
山
の
草
を
牛
が
食
す
れ
ば
異
草
↓
醍
醐
は
無
し
。
忍
辱
草
…
「
大
涅
槃
」
↓
見
仏
性
。
雪
山
と
は
「
如
来
」
異
草
…
「
十
二
部
経
」
↓
不
見
仏
性
。
７８
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こ
こ
の
譬
喩
で
重
要
な
事
柄
は
、「
如
来
」
は
「
大
涅
槃
」
と
「
十
二
部
経
」
の
両
面
を
広
説
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
経
典
で
は
「
雪
山
」
と
「
忍
辱
草
・
異
草
」（
教
え
）
の
関
係
に
喩
え
て
詳
説
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
涅
槃
経
』
は
五
味
説
（
乳
・
酪
・
生
酥
・
熟
酥
・
醍
醐
）
を
挙
げ
て
表
現
し
、
最
も
完
成
さ
れ
た
味
と
し
て
醍
醐
味
を
説
き
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
涅
槃
経
』
の
如
来
深
密
の
義
で
あ
る
「
大
涅
槃
」
の
教
え
を
聞
く
者
は
、
必
ず
仏
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
か
さ
れ
る
。
そ
れ
を
醍
醐
味
と
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、『
涅
槃
経
』
以
外
の
「
十
二
部
経
」
は
確
か
に
如
来
の
仏
説
で
は
あ
る
が
、
教
え
と
し
て
は
未
熟
で
あ
る
た
め
、
仏
性
を
見
る
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
十
二
部
経
」
の
教
え
で
は
仏
性
を
見
る
こ
と
は
な
い
が
、
仏
性
が
全
く
無
い
と
説
い
て
い
る
訳
で
も
な
い
。
何
故
な
ら
『
涅
槃
経
』
で
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
説
き
明
か
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的
に
全
て
は
成
仏
す
る
存
在
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
衆
生
が
上
機
長
養
す
れ
ば
、
必
ず
大
般
涅
槃
の
教
え
を
聞
く
存
在
に
な
る
と
明
か
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
源
信
は
こ
の
譬
喩
か
ら
「
十
二
部
経
」
に
依
拠
す
る
面
を
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ル
ハ
テ
ニ
ヒ
テ
ツ
ヲ
タ
フ
ノ
ニ
ク
セ
ヨ
ヲ
レ
コ
ト
ヲ（
 
）
当
レ
知
。
他
師
依
二
涅
槃
経
一
。
強
立
二
無
性
一
。
甚
違
二
経
意
一
。
善
思
二
念
之
一
。
勿
レ
憚
レ
改
矣
。
と
明
か
す
。
法
相
宗
の
諸
学
匠
は
、『
涅
槃
経
』
に
基
づ
き
無
性
有
情
を
立
て
て
、
不
成
仏
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
経
典
の
文
脈
か
ら
み
て
も
全
く
本
意
に
背
い
て
い
る
。
即
座
に
改
め
る
べ
き
と
源
信
は
言
及
す
る
。
要
す
る
に
源
信
に
と
っ
て
「
十
二
部
経
」
と
は
、
玄
奘
以
来
の
新
訳
唯
識
思
想
の
教
え
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
ず
、
五
性
各
別
や
理
行
二
仏
性
の
教
説
は
未
完
全
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。最
後
の
事
例
と
し
て
、
④
の
文
で
は
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
次
の
よ
う
な
経
文
を
引
用
し
て
い
る
。
ニ
ツ
ノ
ヲ
ノ
ノ
ヒ
テ
ノ
ヲ
ハ
ク
ト
ノ
ル
ナ
リ
ト
テ
ト
ノ
ノ
ヲ
四
同
巻
立
二
二
種
畢
竟
一
。
其
中
説
二
第
二
義
一
云
。
究
竟
畢
竟
者
。
一
切
衆
生
。
所
レ
得
一
乗
。
一
乗
者
。
名
為
二
仏
性
一
。
以
二
是
義
一
７９ 『一乗要決』における理行二仏性説の受容
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ニレ
ケ
リ
ト
ノ
ヲ
ニ
コ
ト
ル
コ
ト（
 
）
故
。
我
説
二
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
一
。
以
二
無
明
覆
一
故
。
不
レ
能
レ
得
レ
見
。
経
典
で
は
畢
竟
に
二
種
有
る
こ
と
を
説
き
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
特
に
注
意
を
要
す
る
も
の
が
「
究
竟
畢
竟
」
の
教
理
内
容
で
あ
る
。「
究
竟
畢
竟
」
の
意
味
を
開
い
て
い
く
中
に
、「
一
乗
」
と
「
仏
性
」
の
概
念
が
同
所
に
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
経
文
に
拠
れ
ば
、
一
切
衆
生
が
一
乗
の
法
を
覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
の
一
乗
の
教
え
を
仏
性
と
名
づ
け
る
と
説
き
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仏
の
究
竟
畢
竟
と
し
て
は
一
乗
と
仏
性
は
同
意
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
仏
は
『
涅
槃
経
』
の
中
に
お
い
て
「
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
、
一
切
衆
生
に
悉
く
一
乗
有
り
」
と
宣
説
し
た
と
明
か
す
。
と
こ
ろ
が
、
惑
染
の
衆
生
は
そ
う
し
た
悉
有
仏
性
の
道
理
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
文
意
は
、『
一
乗
要
決
』
の
中
で
は
核
心
を
衝
く
教
証
と
し
て
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
『
法
華
経
』
の
一
乗
真
実
が
そ
の
ま
ま
『
涅
槃
経
』
の
悉
有
仏
性
説
へ
と
合
致
す
る
文
意
と
し
て
解
釈
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
源
信
は
『
法
華
経
』
の
一
乗
真
実
の
法
を
、『
涅
槃
経
』
の
衆
生
の
問
題
と
し
て
受
容
し
た
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
一
乗
の
真
実
が
真
実
た
り
得
る
た
め
に
は
、
衆
生
に
お
い
て
実
現
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
を
『
涅
槃
経
』
で
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
し
て
実
現
さ
せ
て
い
く
。
如
来
の
願
い
で
あ
る
「
一
乗
真
実
」
と
、
そ
れ
に
帰
依
す
る
「
衆
生
仏
性
」
と
は
、
決
し
て
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。『
法
華
経
』
に
は
仏
性
の
概
念
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
源
信
は
『
涅
槃
経
』
の
文
面
か
ら
『
法
華
経
』
の
一
乗
真
実
を
会
通
さ
せ
て
論
証
を
跡
付
け
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
経
文
は
、
如
来
の
問
題
で
あ
る
一
乗
平
等
が
如
来
だ
け
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
衆
生
の
問
題
と
し
て
具
体
的
に
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
実
現
す
る
確
固
た
る
典
拠
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
経
文
を
源
信
が
「
一
乗
仏
性
」
と
し
て
重
く
捉
え
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
以
上
、
源
信
の
自
説
を
尋
ね
て
き
た
が
、
彼
は
基
本
的
に
法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
で
明
か
さ
れ
る
理
行
二
仏
性
説
を
踏
ま
え
つ
８０
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つ
も
、
よ
り
一
層
深
化
し
て
い
る
。
確
か
に
ⓐ
の
「
六
経
二
論
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
法
相
宗
の
慧
沼
や
徳
一
ら
の
批
判
点
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
法
宝
へ
の
論
難
を
具
体
化
し
て
、
改
め
て
法
相
宗
を
論
破
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
呼
応
と
し
て
、
源
信
は
確
か
に
法
宝
の
「
一
乗
仏
性
」
に
依
拠
す
る
が
、
た
だ
「
理
行
二
仏
性
説
」
の
点
に
関
し
て
は
全
く
首
肯
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
五
結
論
以
上
の
考
察
か
ら
本
稿
で
は
次
の
よ
う
な
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
中
国
仏
教
で
は
隋
の
浄
影
寺
慧
遠
が
「
理
行
二
性
」
の
概
念
を
初
め
て
用
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
依
用
さ
れ
る
「
理
行
二
性
」
と
は
必
ず
し
も
衆
生
成
仏
の
可
否
を
説
き
明
か
す
よ
う
な
意
図
で
は
な
か
っ
た
。
「
理
行
二
性
」
を
積
極
的
に
依
用
し
た
の
は
、
む
し
ろ
基
の
文
献
か
ら
で
あ
ろ
う
。
基
の
『
法
華
玄
賛
』
や
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
の
教
説
で
は
、
明
確
に
「
理
行
二
仏
性
説
」
と
し
て
形
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
性
が
二
項
対
立
的
に
説
示
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
中
で
も
基
の
論
説
は
「
行
仏
性
」
に
比
重
を
置
く
も
の
で
、「
少
分
の
一
切
」
と
い
う
観
点
か
ら
成
仏
を
説
き
明
か
す
。
そ
の
た
め
、「
行
仏
性
」（＝
少
分
一
切
）
を
有
し
な
い
者
は
理
論
上
あ
り
得
る
た
め
、
畢
竟
無
性
闡
提
と
い
っ
た
者
は
絶
対
に
成
仏
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
基
以
降
、
理
行
二
仏
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
人
物
は
法
宝
で
あ
っ
た
。
法
宝
の
特
徴
は
理
行
二
仏
性
説
の
概
念
規
定
を
許
容
す
る
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
衆
生
仏
性
に
は
「
理
」
と
「
行
」
の
面
が
あ
る
こ
と
は
法
宝
も
否
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法
宝
の
立
場
は
あ
く
ま
で
理
性
（
理
仏
性
）
に
比
重
を
置
く
も
の
で
、
理
の
遍
在
性
に
基
づ
き
成
仏
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
法
宝
の
立
場
は
基
と
は
異
な
り
、
理
仏
性
の
観
点
か
ら
行
仏
性
を
一
元
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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一
方
、
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
で
は
、
法
宝
の
所
説
に
依
拠
す
る
一
面
を
見
せ
つ
つ
も
、
さ
ら
に
異
な
っ
た
態
度
を
示
す
。
第
一
に
理
行
二
仏
性
説
を
全
く
容
認
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
仏
性
説
を
「
理
」
と
「
行
」
に
別
立
す
る
こ
と
自
体
を
否
定
し
て
い
る
。
第
二
に
「
一
乗
仏
性
」
に
関
し
て
は
、『
涅
槃
経
』
の
教
説
に
依
拠
す
る
姿
勢
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
法
宝
は
『
涅
槃
経
』
の
教
説
と
法
相
宗
の
理
行
二
仏
性
説
を
会
通
し
て
い
く
が
、
源
信
の
場
合
、
法
相
宗
の
慧
沼
や
徳
一
と
の
対
論
の
中
で
、
改
め
て
『
涅
槃
経
』
の
教
証
を
広
く
補
強
し
、
そ
の
本
意
を
究
明
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
推
察
し
て
も
、
源
信
は
先
学
の
論
難
を
批
判
的
に
摂
取
し
つ
つ
も
、
結
果
的
に
は
五
性
各
別
説
に
基
づ
く
「
理
行
二
仏
性
説
」
を
根
底
か
ら
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
一
乗
要
決
』・
理
行
二
仏
性
・
源
信
・『
涅
槃
経
』・『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
註（１
）
本
稿
で
は
『
一
乗
要
決
』
所
説
の
理
行
二
仏
性
説
（
理
行
二
性
説
）
と
い
う
面
を
考
慮
し
、
そ
の
原
初
を
法
相
宗
の
慈
恩
大
師
基
と
仮
に
提
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
先
行
研
究
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
法
相
宗
で
宣
揚
す
る
理
行
二
性
説
の
原
初
は
基
で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
じ
玄
奘
門
下
の
他
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
何
故
な
ら
、
基
の
撰
述
し
た
文
献
よ
り
以
前
に
「
霊
潤
と
神
泰
」
の
間
で
理
行
二
性
が
説
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
霊
潤
、
神
泰
本
人
を
窺
い
知
る
詳
し
い
資
料
や
文
献
は
今
日
ほ
ぼ
現
存
し
な
い
。
歴
史
的
に
は
霊
潤
と
神
泰
の
方
が
早
く
に
理
行
二
性
説
を
説
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
だ
今
日
、
霊
潤
と
神
泰
の
仏
性
説
を
知
る
資
料
と
し
て
唯
一
現
存
す
る
も
の
は
、
日
本
の
最
澄
が
撰
述
し
た
『
法
華
秀
句
』
の
引
用
箇
所
（
伝
全
三
・
一
六
四
│
八
、
一
七
八
、
一
八
〇
│
四
頁
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
『
法
華
秀
句
』
の
中
に
あ
る
霊
潤
と
神
泰
の
理
行
二
性
説
を
伏
線
と
し
て
基
の
文
献
よ
り
早
い
時
期
に
「
理
行
二
仏
性
説
」
が
形
成
さ
れ
た
と
確
実
に
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
『
一
乗
要
決
』
で
説
か
れ
る
理
行
二
仏
性
説
が
当
面
の
課
題
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
範
疇
に
基
づ
き
時
代
を
設
定
し
た
い
。
つ
ま
り
、
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
の
中
で
多
く
活
用
さ
れ
る
文
献
は
『
法
華
玄
賛
』
と
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
の
所
説
（
法
宝
を
下
敷
と
し
た
説
示
）
で
あ
る
。
こ
の
点
、
確
実
に
現
存
す
る
文
献
を
考
慮
し
、
基
の
理
行
二
仏
性
説
が
事
実
上
法
相
宗
で
最
も
影
響
を
与
え
た
説
示
と
捉
え
た
い
。
こ
う
し
た
「
理
行
二
性
」
の
創
唱
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
は
、
吉
村
誠
『
中
国
唯
識
思
想
史
研
究
│
玄
奘
と
唯
識
学
派
│
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
三
九
四
│
四
二
六
頁
参
照
。
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（
２
）
近
年
、
岡
本
一
平
氏
の
研
究
成
果
に
拠
れ
ば
、「
理
行
二
性
」
の
中
で
主
に
「
行
性
」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
る
最
も
古
い
用
例
は
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
の
説
示
と
推
定
さ
れ
る
。
今
日
現
存
す
る
中
国
文
献
の
初
出
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
岡
本
氏
の
論
説
を
一
部
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。『
大
乗
義
章
』「
仏
性
義
（
弁
体
二
）」
で
引
用
さ
れ
る
『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』「
一
切
衆
生
有
如
来
蔵
品
」
の
中
で
「
性
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
所
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
如
宝
性
論
説
性
為
十
。
一
者
体
性
、
二
者
因
性
、
三
者
果
性
、
四
者
業
性
、
五
相
応
性
、
六
行
性
、
七
時
差
別
性
、
八
返
処
性
、
九
不
変
性
、
十
無
差
別
性
。
彼
論
偈
言
。
体
及
因
果
業
。
相
応
及
与
行
。
時
差
別
遍
処
。
不
変
無
差
別
。」（
大
正
四
四
・
四
七
四
ｃ
）
と
十
種
に
分
類
し
て
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
第
六
が
正
し
く
「
行
性
」
で
あ
る
が
、
梵
文
訳
に
遡
及
す
れ
 
ば
「
行
」（vrtti
）
の
語
尾
に
「
性
」
を
付
加
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
で
は
「
性
」
の
原
意
と
は
何
か
と
言
え
ば
、『
大
乗
義
章
』「
仏
性
義
」
の
項
目
で
「
性
」
を
説
明
し
て
い
る
た
め
、「
仏
性
」
の
「
性
」
は
、dha¯tu
と
見
る
の
が
と
妥
当
で
あ
る
と
い
う
。
以
上
、
岡
本
氏
の
説
示
を
整
 
理
す
る
と
「
行
性
」
の
語
は
、「
行
（vrtti
）」
の
語
尾
に
「
性
（dha¯tu
）」
を
付
し
た
慧
遠
独
自
の
造
語
と
示
す
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
岡
本
一
平
「『
大
乗
義
章
』「
仏
性
義
」
に
お
け
る
行
性
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
、
第
五
十
五
巻
第
一
号
』（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
六
年
）
七
二
│
七
六
頁
参
照
。
ま
た
そ
れ
と
関
連
す
る
同
氏
の
論
文
と
し
て
「
清
浄
法
界
と
如
来
蔵
│
理
性
と
行
性
の
思
想
背
景
│
」
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
、
第
三
十
七
号
』（
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
〇
六
年
）
二
七
三
│
二
九
八
頁
も
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
梵
漢
対
 
照
訳
と
し
て
高
崎
直
道
『
宝
性
論
│
イ
ン
ド
古
典
叢
書
』（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
で
は
第
六
〈
顕
現
〉
の
箇
所
がvrtti
「
行
」
に
該
当
す
る
。
詳
し
く
は
四
六
│
七
頁
参
照
。
（
３
）
『
大
乗
玄
論
』
三
巻
で
は
「
但
地
論
師
云
。
仏
性
有
二
二
種
一
。
一
是
理
性
二
是
行
性
。
理
非
二
物
造
一
故
言
二
本
有
一
。
行
藉
レ
修
成
故
言
二
始
有
一
。」
（
大
正
四
五
・
三
九
ｂ
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
（
４
）
『
開
元
釈
教
録
』
八
巻
に
拠
れ
ば
、「
成
唯
識
論
十
巻
（
見
内
典
録
護
法
等
菩
薩
造
顕
慶
四
年
閏
十
月
於
玉
華
寺
雲
光
殿
訳
沙
門
大
乗
基
筆
受
」
（
大
正
五
五
・
五
五
六
ｃ
）
と
記
す
た
め
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
訳
出
年
次
は
六
五
九
年
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
（
５
）
『
大
般
涅
槃
経
義
記
』
九
巻
（
大
正
三
七
・
八
六
九
ａ
）。
（
６
）
『
法
華
玄
賛
』
一
巻
（
大
正
三
四
・
六
五
六
ａ
）。
（
７
）
『
法
華
玄
賛
』
一
巻
（
大
正
三
四
・
六
五
六
ｂ
）。
（
８
）
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
上
巻
本
（
大
正
四
三
・
六
一
〇
ｃ
）。
（
９
）
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
上
巻
本
（
大
正
四
三
・
六
一
〇
ｃ
│
六
一
一
ａ
）。
（
１０
）
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
上
巻
本
（
大
正
四
三
・
六
一
一
ａ
）。
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（
１１
）
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
上
巻
本
（
大
正
四
三
・
六
一
一
ａ
）。
（
１２
）
先
行
研
究
の
成
果
と
し
て
、
例
え
ば
八
木
昊
恵
氏
は
「
一
乗
要
決
に
は
「
宝
公
」「
宝
師
」「
究
竟
論
」
と
し
て
引
く
が
、
所
引
言
及
を
合
す
る
と
実
に
一
〇
四
例
に
達
し
た
。」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
）
二
四
三
頁
参
照
。
（
１３
）
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
三
巻
（
卍
続
蔵
九
五
・
七
四
八
上
）。
（
１４
）
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
五
巻
（
龍
仏
・
一
三
九
頁
・
二
七
一
│
三
行
）。
（
１５
）
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
上
巻
本
（
大
正
四
三
・
六
一
一
ａ
）。
（
１６
）
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
上
巻
本
に
は
「
又
涅
槃
云
。
譬
如
二
病
人
一
有
二
其
三
種
一
。
一
者
若
遇
二
良
医
妙
薬
一
及
以
不
レ
遇
。
必
当
レ
得
レ
差
。
二
者
若
遇
即
差
。
不
レ
遇
不
レ
差
。
三
者
遇
与
レ
不
レ
遇
要
不
レ
可
レ
差
。
初
是
定
性
大
乗
。
次
為
二
不
定
性
一
。
第
三
即
是
定
性
二
乗
及
与
無
性
。」（
大
正
四
三
・
六
一
二
ａ
）
と
あ
る
よ
う
に
、『
涅
槃
経
』
の
三
種
病
人
の
譬
喩
を
引
用
す
る
。
こ
の
点
の
詳
説
は
、
拙
稿
「
源
信
撰
『
一
乗
要
決
』
に
お
け
る
五
性
各
別
説
批
判
の
考
察
│
無
性
有
情
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
中
村
薫
博
士
退
任
記
念
論
集
華
厳
思
想
と
浄
土
教
』（
文
理
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
六
〇
│
二
七
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
１７
）
法
宝
の
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
本
文
は
、
表
立
っ
て
書
名
や
名
前
を
挙
げ
て
批
判
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
「
妄
通
」
と
さ
れ
る
対
論
者
は
一
体
誰
な
の
か
不
明
な
の
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
に
拠
る
と
、
円
測
（
六
一
三
│
六
九
六
）
の
『
解
深
密
経
疏
』
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
年
の
研
究
成
果
で
は
、
法
宝
の
批
判
対
象
（
妄
通
）
は
さ
ら
に
存
在
し
、『
法
華
秀
句
』
で
説
か
れ
る
「
神
泰
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
円
測
批
判
の
説
で
は
、
淺
田
正
博
（
担
当
者
・
梯
信
暁
）「『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
に
お
け
る
問
題
点
と
そ
の
検
討
（
一
）」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
四
集
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）
九
一
│
九
五
頁
を
参
照
。
ま
た
神
泰
批
判
の
説
で
は
、
小
野
嶋
祥
雄
「
初
唐
期
に
お
け
る
三
一
権
実
論
の
再
検
討
」『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
第
十
五
号
（
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
、
二
〇
一
〇
年
）
八
│
一
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
１８
）
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
五
巻
（
龍
仏
・
一
三
九
頁
・
二
七
四
│
五
行
）。
（
１９
）
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
三
巻
（
卍
続
蔵
九
五
・
七
四
九
下
）。
（
２０
）
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
三
巻
（
卍
続
蔵
九
五
・
七
五
三
上
下
）。
（
２１
）
『
涅
槃
経
』
以
外
の
教
説
と
し
て
、
法
宝
は
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
三
巻
の
中
で
「
答
仏
性
論
第
二
云
。
此
清
浄
事
能
有
二
。
一
於
生
死
苦
中
。
能
生
厭
離
。
二
於
涅
槃
。
欲
求
願
楽
。
若
無
清
浄
之
性
。
如
是
二
事
。
即
不
得
成
。
又
唐
摂
論
云
。
又
仏
法
界
。
普
為
一
切
作
証
得
因
。
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令
諸
菩
薩
悲
願
纏
心
。
勤
求
仏
果
。
又
宝
性
論
第
二
云
。
以
彼
実
有
清
浄
性
故
。
不
得
説
言
彼
常
畢
竟
無
清
浄
心
。
又
起
信
論
云
。
真
如
熏
習
。
義
有
二
種
。
乃
至
以
有
力
故
。
能
令
衆
生
。
厭
生
死
苦
。
楽
求
涅
槃
。」（
卍
続
蔵
九
五
・
七
五
三
上
）
と
示
し
、『
仏
性
論
』
の
「
清
浄
の
性
」、『
摂
大
乗
論
』（
玄
奘
訳
）
の
「
仏
法
界
」、『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』
の
「
清
浄
性
」、『
大
乗
起
信
論
』
の
「
真
如
熏
習
」
と
い
っ
た
概
念
等
も
ま
た
「
理
」
の
力
能
に
通
ず
る
意
味
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
（
２２
）
『
北
本
涅
槃
経
』
三
二
巻
「
師
子
吼
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
五
五
ｂ
）。
（
２３
）
『
北
本
涅
槃
経
』
三
六
巻
（
大
正
蔵
で
は
三
五
巻
）「
迦
葉
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
七
一
ｃ
）。
（
２４
）
「
一
闡
提
成
仏
説
」
に
関
し
て
、
近
年
の
研
究
成
果
の
中
で
織
田
顕
祐
氏
は
そ
の
概
念
規
定
を
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
氏
は
「
一
闡
提
の
問
題
は
、『
涅
槃
経
』
の
特
徴
的
な
思
想
で
あ
り
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
改
め
て
基
本
的
な
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
一
闡
提
の
問
題
は
、『
涅
槃
経
』
の
中
心
思
想
と
深
く
結
び
付
い
て
い
る
。
そ
れ
故
、
経
の
展
開
に
し
た
が
っ
て
一
闡
提
の
思
想
も
深
く
追
及
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
追
求
（
及
？
）
は
後
分
の
迦
葉
品
に
至
っ
て
完
結
す
る
が
、
迦
葉
品
に
問
題
化
さ
れ
る
よ
う
な
明
確
な
課
題
が
経
の
始
め
か
ら
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
…
（
中
略
）
…
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、「
断
善
根
」
や
「
信
不
具
足
」「
成
仏
不
成
仏
」
と
い
っ
た
明
確
な
概
念
が
経
の
最
初
か
ら
は
っ
き
り
と
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。」（
八
〇
│
一
頁
）
と
論
述
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、『
涅
槃
経
』
の
文
脈
に
即
し
た
問
題
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
的
確
な
解
釈
で
あ
る
。
た
だ
し
『
涅
槃
経
』
の
原
典
に
基
づ
く
一
闡
提
と
『
涅
槃
経
』
の
思
想
的
受
容
（
一
闡
提
解
釈
）
と
な
る
と
話
は
別
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
過
去
の
中
国
仏
教
や
日
本
仏
教
の
論
者
達
は
「
一
闡
提
は
成
仏
す
る
」
と
い
っ
た
認
識
が
少
な
く
と
も
あ
り
、
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
織
田
氏
の
主
張
は
曇
無
讖
訳
『
涅
槃
経
』
四
十
巻
が
初
分
十
巻
・
中
分
十
巻
・
後
分
二
十
巻
と
三
種
に
段
落
が
分
か
れ
、
そ
こ
に
は
経
典
の
展
開
が
あ
る
た
め
、
こ
の
三
段
落
の
文
脈
を
混
同
し
て
一
闡
提
を
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
た
だ
、
私
が
今
課
題
と
し
て
い
る
中
国
・
日
本
仏
教
の
仏
性
論
争
の
中
で
問
い
直
す
と
、「
一
闡
提
」
は
確
実
に
「
成
仏
不
成
仏
」
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
織
田
氏
が
主
張
す
る
一
闡
提
の
「
誤
解
さ
れ
て
い
る
面
」
や
「
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
」
と
い
っ
た
意
味
内
容
は
一
体
何
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
織
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
『
涅
槃
経
』
そ
の
も
の
で
捉
え
る
一
闡
提
の
面
と
、
仏
性
論
争
史
の
中
で
捉
え
る
一
闡
提
成
仏
の
面
は
分
け
て
捉
え
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
詳
し
く
は
織
田
顕
祐
「
涅
槃
経
に
お
け
る
無
我
と
我
の
教
説
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
第
七
十
七
号
│
経
典
と
は
何
か
㈡
│
経
典
の
成
立
と
展
開
受
容
』（
日
本
仏
教
学
会
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
ま
た
、『
大
般
涅
槃
経
序
説
』（
東
本
願
寺
、
二
〇
一
〇
年
）
の
一
三
〇
│
一
六
一
頁
に
も
同
様
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
２５
）
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
三
巻
（
卍
続
蔵
九
五
・
七
五
三
下
）。
（
２６
）
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
三
巻
（
卍
続
蔵
九
五
・
七
五
三
下
）。
（
２７
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
七
三
頁
）。
（
２８
）
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
二
巻
で
は
冒
頭
に
「
二
に
一
乗
仏
性
の
経
の
義
を
証
す
る
決
定
を
列
せ
ば
…
」
と
述
べ
、
以
下
「
六
経
二
論
」（
龍
集
・
九
六
頁
・
二
〇
六
行
│
九
九
頁
・
三
三
三
行
）
を
詳
説
し
て
い
る
。
（
２９
）
『
通
六
九
証
破
比
量
文
』（
伝
全
二
・
七
四
五
頁
）。
（
３０
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
七
三
頁
）。
（
３１
）
『
大
雲
経
』
と
は
正
式
に
は
曇
無
讖
訳
「
大
方
等
無
想
経
」
を
示
す
経
典
で
あ
る
。『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
二
巻
に
は
「
大
雲
経
第
四
云
。
是
経
即
是
諸
経
転
輪
聖
王
。
何
以
故
。
是
経
典
中
宣
説
衆
生
実
性
仏
性
常
住
法
蔵
。
故
准
此
経
文
。
若
説
仏
性
是
最
上
教
。
第
四
巻
喜
見
王
言
。
大
徳
如
来
成
就
如
是
無
量
無
辺
功
徳
。
一
切
衆
生
何
不
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
乃
至
。
迦
葉
復
言
。
善
男
子
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
得
（
マ
マ
）
菩
提
心
。
准
此
経
文
。
一
切
衆
生
悉
有
理
行
二
性
。
第
五
巻
云
。
如
是
経
典
凡
有
三
名
。
一
名
大
雲
。
二
名
大
般
涅
槃
。
三
名
無
相
。
大
雲
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）
密
蔵
菩
薩
問
故
名
大
雲
。
説
如
来
常
住
無
有
畢
竟
入
涅
槃
者
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
故
名
大
般
涅
槃
。
受
持
読
誦
。
断
一
切
相
故
名
無
相
。
又
云
。
如
是
経
典
諸
仏
封
印
。
所
（
謂
）
印
者
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
如
来
常
住
無
有
変
易
。
善
男
子
。
若
有
生
能
信
是
経
者
。
当
知
。
是
人
真
仏
弟
子
。
准
此
経
文
。
大
雲
一
部
以
如
来
常
住
二
乗
無
滅
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
為
宗
。
又
云
。
善
男
子
。
未
来
之
人
不
修
身
不
修
戒
不
修
心
不
修
慧
。
軽
笑
賤
愕
為
求
過
失
及
以
利
養
。
少
多
読
誦
書
写
聴
受
。
亦
得
遠
離
無
量
悪
業
。
永
断
貪
欲
恚
痴
等
病
。
准
之
経
文
。
聞
説
仏
性
利
益
最
多
。
余
大
乗
中
。
少
有
此
説
。」（
龍
集
・
九
六
頁
・
二
〇
六
行
│
九
七
頁
・
二
二
一
行
）
と
引
か
れ
て
い
る
が
、
厳
密
に
『
大
雲
経
』
原
典
（
大
正
一
二
・
一
〇
八
三
ｂ
、
一
〇
九
九
ａ
、
一
一
〇
〇
ａ
、
一
一
〇
二
ａ
）
と
照
合
し
て
み
る
と
、
二
巻
（
本
文
に
は
巻
数
が
記
載
さ
れ
ず
「
四
巻
」
の
経
文
と
し
て
記
し
て
い
る
）・
四
巻
・
五
巻
の
経
文
に
相
当
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
（
３２
）
『
一
乗
要
決
』
上
巻
（
恵
全
二
・
四
三
│
四
頁
）。
（
３３
）
法
相
宗
の
所
依
と
す
る
経
論
と
し
て
、『
成
唯
識
論
述
記
』
一
巻
に
「
今
此
論
爰
引
六
経
。
所
謂
華
厳
、
深
密
、
如
来
出
現
功
徳
荘
厳
、
阿
毘
（
マ
マ
）
達
磨
、
楞
迦
（
伽
）、
厚
厳
。
十
一
部
論
。
瑜
伽
、
顕
揚
、
荘
厳
、
集
量
、
摂
論
、
十
地
、
分
別
瑜
伽
、
観
所
縁
縁
、
二
十
唯
識
、
弁
中
辺
、
集
論
等
為
証
。」（
大
正
四
三
・
二
二
九
ｃ
│
二
三
〇
ａ
）
と
明
か
す
よ
う
に
、『
成
唯
識
論
』
の
正
義
は
六
経
十
一
論
で
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
五
性
各
別
説
と
し
て
特
に
重
要
な
典
拠
を
示
す
も
の
が
、『
解
深
密
経
』、『
楞
伽
経
』、『
瑜
伽
師
地
論
』、『
大
乗
荘
厳
経
論
』
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
法
相
宗
は
仏
説
で
あ
る
『
法
華
経
』
と
『
涅
槃
経
』
を
所
依
の
経
典
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
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（
３４
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
七
六
│
七
頁
）。
原
典
で
あ
る
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』
三
巻
で
は
「
説
妄
通
経
謬
十
」
と
題
し
て
「
又
云
。
妄
通
涅
槃
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
若
説
行
性
少
分
一
切
者
云
。
此
非
経
意
。
何
以
得
知
。
経
云
。
雖
信
仏
性
是
衆
生
有
。
不
信
一
切
悉
有
仏
性
。
名
信
不
具
足
。
此
亦
不
爾
。
経
不
明
説
。
若
不
信
一
切
衆
生
悉
有
行
仏
性
者
。
名
信
不
具
足
。」（
大
正
四
五
・
四
三
六
ｃ
）
と
説
い
て
い
る
。
（
３５
）
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』
三
巻
（
大
正
四
五
・
四
三
六
ｃ
）。
（
３６
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
七
七
頁
）。
（
３７
）
神
昉
の
具
体
的
人
物
像
は
不
明
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
拠
れ
ば
、
法
相
宗
の
学
僧
で
あ
り
、
五
性
各
別
論
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
日
本
仏
教
の
経
論
目
録
で
あ
る
永
超
撰
『
東
域
伝
灯
目
録
』
下
巻
の
中
に
「
種
姓
差
別
集
三
巻
神
昉
撰
」（
仏
全
一
・
七
八
上
）
と
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
と
し
て
は
一
般
的
に
流
布
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、『
一
乗
要
決
』
の
中
の
引
用
文
が
確
実
に
『
種
姓
差
別
集
』
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
詳
し
く
は
富
貴
原
章
信
『
日
本
唯
識
思
想
史
富
貴
原
章
信
仏
教
学
選
集
第
三
巻
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）
一
〇
八
頁
、
ま
た
新
羅
仏
教
の
研
究
面
と
し
て
は
福
士
慈
稔
『
日
本
仏
教
各
宗
の
新
羅
・
高
麗
・
李
朝
仏
教
認
識
に
関
す
る
研
究
第
一
巻
│
日
本
天
台
宗
に
み
ら
れ
る
海
東
仏
教
認
識
│
』（
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
室
、
二
〇
一
一
年
）
の
中
で
『
一
乗
要
決
』
に
依
用
さ
れ
る
朝
鮮
半
島
の
文
献
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
八
一
│
二
頁
参
照
。
（
３８
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
八
三
│
四
頁
）。
（
３９
）
法
宝
の
主
張
と
し
て
は
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
二
巻
に
「
仏
性
論
第
二
云
。
経
中
説
一
闡
提
人
堕
邪
定
聚
。
有
二
種
身
。
一
本
性
法
身
。
二
随
意
身
。
仏
日
慧
光
照
此
二
身
。
法
身
者
。
即
真
如
。
随
意
身
者
。
即
従
如
理
起
仏
光
明
憐
一
闡
提
二
身
者
。
一
令
法
身
得
生
。
二
為
令
加
行
得
長
修
菩
提
行
。
故
観
得
成
。
復
有
経
説
。
一
闡
提
衆
生
決
定
無
涅
槃
性
。
若
爾
二
経
便
自
相
違
。
会
此
二
説
。
一
了
一
不
了
。
故
不
相
違
。
言
有
性
者
。
是
了
説
。
言
無
性
者
。
是
不
了
説
。
故
仏
説
不
信
楽
大
乗
名
一
闡
提
。
令
捨
離
一
闡
提
心
故
。
説
作
闡
提
時
決
定
無
解
脱
。
若
有
衆
生
有
自
性
清
浄
永
不
得
解
脱
者
。
無
有
是
処
。
故
仏
観
一
切
衆
生
有
自
性
清
浄
故
。
後
時
決
定
得
清
浄
法
身
。
准
此
論
文
。
故
知
。
諸
経
論
中
説
一
分
無
性
。
為
不
了
義
。
説
皆
有
仏
性
。
為
真
了
義
。
世
親
菩
薩
名
檀
五
天
。
位
居
三
忍
。
順
仏
通
経
。
将
一
乗
有
性
為
了
。
以
三
乗
無
性
為
権
。
後
代
論
師
道
卑
。
前
哲
豈
合
固
違
経
論
顛
倒
会
釈
。」（
龍
集
・
九
九
頁
・
三
二
一
│
三
三
三
行
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
原
典
と
し
て
は
『
仏
性
論
』
二
巻
「
弁
相
分
事
能
品
」（
大
正
三
一
・
八
〇
〇
ｃ
）
参
照
。
（
４０
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
八
四
頁
）。
（
４１
）
た
だ
し
『
北
本
涅
槃
経
』
二
七
巻
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
所
説
の
第
三
と
第
四
と
第
五
の
経
文
は
、
順
序
が
前
後
し
た
文
体
と
な
っ
て
い
る
。
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（
４２
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
八
六
│
九
三
頁
）。
（
４３
）
『
北
本
涅
槃
経
』
二
一
巻
「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
四
八
八
ｂ
）。
（
４４
）
『
北
本
涅
槃
経
』
二
四
巻
「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
〇
五
ｃ
）。
（
４５
）
『
北
本
涅
槃
経
』
二
七
巻
「
師
子
吼
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
二
五
ｃ
│
五
二
六
ａ
）。
（
４６
）
『
北
本
涅
槃
経
』
二
七
巻
「
師
子
吼
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
二
四
ｃ
）。
（
４７
）
『
北
本
涅
槃
経
』
二
七
巻
「
師
子
吼
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
二
二
ｃ
）。
（
４８
）
本
文
で
は
「
二
十
九
巻
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
底
本
で
は
「
二
十
八
巻
」
と
表
記
。『
北
本
涅
槃
経
』
二
八
巻
「
師
子
吼
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
三
四
ｃ
）。
（
４９
）
『
北
本
涅
槃
経
』
三
五
巻
「
迦
葉
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
七
一
ｂ
）。
（
５０
）
『
涅
槃
経
』
の
経
文
を
大
幅
に
乃
至
し
、
三
十
五
巻
か
ら
三
十
六
巻
の
文
意
を
合
糅
し
て
い
る
。『
北
本
涅
槃
経
』
三
五
巻
「
迦
葉
菩
薩
品
」
（
大
正
一
二
・
五
七
一
ｂ
│
五
七
三
ｃ
）。
ま
た
同
経
三
六
巻
「
迦
葉
菩
薩
品
」（
大
正
一
二
・
五
八
〇
ｂ
）。
（
５１
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
八
六
│
七
頁
）。
（
５２
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
八
七
頁
）。
（
５３
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
八
七
頁
）。
（
５４
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
八
七
│
八
頁
）。
（
５５
）
『
一
乗
要
決
』
中
巻
（
恵
全
二
・
八
八
頁
）。
◇
原
典
資
料
は
左
記
の
よ
う
に
略
記
し
た
。
・
恵
心
僧
都
全
集
↓
恵
全
・
大
正
新
脩
大
蔵
経
↓
大
正
・
伝
教
大
師
全
集
↓
伝
全
・
大
日
本
続
蔵
経
（
新
文
豊
版
）
↓
卍
続
蔵
・
大
日
本
仏
教
全
書
（
大
法
輪
閣
版
）
↓
仏
全
・
浅
田
正
博
「
新
出
資
料
・
石
山
寺
所
蔵
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
巻
第
一
・
巻
第
二
の
検
出
に
つ
い
て
」『
龍
谷
大
学
論
集
』
↓
龍
集
８８
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・
淺
田
正
博
「
新
資
料
・
法
寶
撰
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
巻
第
四
・
巻
第
五
の
両
巻
に
つ
い
て
」『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
↓
龍
仏
※
人
・
天
…
原
典
の
言
葉
で
は
「
則
天
文
字
」
を
示
す
。
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